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滋
賀
県
大
津
市
聖
衆
来
迎
寺
に
伝
わ
る
国
宝
六
道
絵十
五
幅
、
そ
の
全
て
を
大
判
の
カ
ラ
ー

図
版
で
掲
載
。
三
名
の
研
究
者
に
よ
る
「
伝
来
と
研
究
史
」「
技
法
と
表
現
」「
図
様
と
位
置

づ
け
」
に
関
す
る
論
文
に
加
え
、
詳
細
な
全
場
面
解
説
、
軸
木
に
残
さ
れ
た
銘
文
や
『
六

道
繪
相
畧
縁
起
』『
往
生
要
集
』
な
ど
関
係
資
料
の
翻
刻
を
収
録
し
た
、
美
術
史
だ
け
で
な

く
仏
教
史
・
中
世
史
・
国
文
学
に
お
い
て
も
重
要
な
第
一
級
絵
画
史
料
研
究
の
決
定
版
。

■
二
〇
〇
七
年
十
一
月
刊
行

Ｂ
４
判
上
製
函
入　
カ
ラ
ー
口
絵
一
七
六
ペ
ー
ジ　
本
文
二
〇
四
ペ
ー
ジ

定
価
三
七
、八
〇
〇
円
（
本
体
三
六
、〇
〇
〇
円
＋
税
）
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■
圧
倒
的
な
迫
力
の
豊
富
な
カ
ラ
ー
図
版

　

図
の
上
部
に
あ
る
色
紙
形
に
残
さ
れ
た
文
言
の
翻
刻
と
、
画
面
内
容
を
紹
介
す
る
解
説
を

付
し
た
全
体
図
に
加
え
、
各
幅
ご
と
に
６
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
見
開
き
図
を
掲
載
。
絵
巻
物
を

超
え
る
ほ
ど
の
豊
富
な
意
味
内
容
を
も
つ
本
作
の
細
部
に
ま
で
迫
る
。

　

部
分
図
や
絹
目
の
拡
大
図
版
、
ま
た
江
戸
期
に
写
さ
れ
た
模
本
や
、
同
時
代
の
六
道
絵
類

本
と
し
て
、
鮮
明
な
大
型
図
版
の
な
か
っ
た
フ
リ
ー
ア
美
術
館
所
蔵
の
「
畜
生
道
幅
」「
天

道
幅
」
も
参
考
資
料
と
し
て
解
説
を
付
し
て
掲
載
す
る
。

■
新
知
見
を
盛
り
込
ん
だ
充
実
の
論
考

　
「〈
伝
来
と
研
究
史
〉
国
宝
「
六
道
絵
」
の
修
復
と
移
動
」
で
は
、
比
叡
山
横
川
に
あ
っ
た

本
作
品
が
聖
衆
来
迎
寺
に
移
さ
れ
伝
来
し
て
き
た
過
程
を
、
修
理
銘
を
は
じ
め
と
す
る
史
料

を
も
と
に
考
察
す
る
と
と
も
に
、
近
現
代
の
美
術
史
学
に
お
け
る
研
究
成
果
を
概
説
し
た
。

　
「〈
技
法
と
表
現
〉
六
道
絵
の
作
風
と
絵
師
の
分
類
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と

の
少
な
か
っ
た
画
家
に
つ
い
て
、
各
幅
画
面
の
詳
細
な
観
察
か
ら
、
二
人
の
手
に
よ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
十
五
幅
に
お
け
る
分
担
な
ど
、
新
た
な
知
見
を
提
示
す
る
。

　
「〈
図
様
と
位
置
づ
け
〉
往
生
要
集
絵
の
成
立
と
展
開
」
で
は
、
文
献
と
現
存
作
例
を
通
じ

て
わ
が
国
及
び
大
陸
の
地
獄
絵
・
六
道
絵
の
展
開
を
辿
り
、
日
本
・
東
洋
美
術
史
上
に
お
け

る
聖
衆
来
迎
寺
本
「
六
道
絵
」
の
位
置
づ
け
を
論
じ
た
。

■
作
品
理
解
の
助
け
と
な
る
詳
細
な
場
面
解
説
と
資
料
類

　
「
全
場
面
解
説
」
に
お
い
て
、
十
五
幅
に
描
か
れ
た
図
様
を
百
三
十
の
場
面
に
分
け
、
ひ

と
つ
ひ
と
つ
の
典
拠
や
図
像
的
伝
統
を
記
述
、
本
作
理
解
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
わ
が
国
に

お
け
る
仏
教
理
解
に
通
じ
る
幅
広
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
資
料
」
に
お
い
て
、
国
宝
附
の
『
旧
軸
木
修
理
銘
』
や
『
六
道
繪
相
畧
縁
起
』
ま
た
『
往

生
要
集
』
な
ど
、
本
作
に
関
連
す
る
一
次
資
料
を
収
集
、
復
刻
掲
載
し
た
。

　

巻
末
に
本
書
の
英
文
概
説
・
仏
文
概
説
を
掲
載
。
広
く
世
界
へ
と
本
作
の
魅
力
を
伝
え
る
。

■
本
書
を
お
勧
め
す
る
方
々

美
学
・
美
術
史
、
日
本
思
想
史
、
仏
教
史
、
国
文
学
な
ど
の
研
究
者
・
研
究
室

美
術
館
・
博
物
館
学
芸
員
、
大
学
・
公
共
図
書
館

文
化
財
保
存
・
絵
画
修
復
関
係
者
、
画
廊
、
古
美
術
商
、
日
本
画
・
水
墨
画
画
家

寺
院
関
係
者
と
関
係
機
関
、
表
装
・
表
具
店
、
仏
具
店

「
日
本
絵
巻
大
成
」・「
国
宝
」
シ
リ
ー
ズ
購
入
読
者
、
画
集
・
美
術
豪
華
本
愛
読
者

　
﹇
編
著
者
略
歴
﹈

泉　

武
夫
（
い
ず
み
・
た
け
お
）

東
北
大
学
文
学
研
究
科
教
授
。
著
書
に
『
国
宝
釈
迦
金
棺
出
現
図
』（
京
都
国
立
博
物
館
、
一

九
九
二
年
）、『
仏
画
の
造
形
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
。

加
須
屋
誠
（
か
す
や
・
ま
こ
と
）

奈
良
女
子
大
学
文
学
部
准
教
授
。
著
書
に
『
美
術
史
と
他
者
』（
共
編
著
、
晃
洋
書
房
、
二
〇

〇
〇
年
）、『
仏
教
説
話
画
の
構
造
と
機
能
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
。

山
本
聡
美
（
や
ま
も
と
・
さ
と
み
）

大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
国
際
文
化
学
科
専
任
講
師
。
論
文
に
「
聖
衆
来
迎
寺
所
蔵
『
六

道
絵
』
の
修
復
と
移
動
」（『
美
術
史
』
一
五
六
号
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
。

　
﹇
撮
影
者
略
歴
﹈

金
井
杜
道
（
か
な
い
・
も
り
お
）

写
真
家
、京
都
国
立
博
物
館
名
誉
館
員
。
撮
影
に
携
わ
っ
た
書
籍
に『
王
朝
の
仏
画
と
儀
礼
』（
至

文
堂
、
二
〇
〇
〇
年
）、『
若
冲
大
全
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
。

⇦「
阿
鼻
地
獄
幅
」
部
分
：
阿
鼻
地
獄
は
地
獄
道
で
も
最
下
層
に
あ
た
る
。



．
人
道
苦
相
Ⅱ
幅

　

四
苦
八
苦
の
八
苦
と
は
、
生
老
病
死
苦
に
「
愛あ

い

別べ
つ

離り

苦く

」「
怨お

ん

憎ぞ
う

会え

苦く

」「
求ぐ

不ふ

得と
つ

苦く

」「
五ご

じ
ょ
う盛

陰お
ん

苦く

」
を
加
え
て
八
と
し
た
も
の
。
本
幅
に
は
後
半
の
四
苦
が
描

か
れ
る
。『
往
生
要
集
』
大
文
第
一
「
厭
離
穢
土
」
に
は
こ
れ
に
関
す
る
記
述
は

な
く
「
人
道
苦
相
Ⅰ
幅
」
同
様
、
こ
こ
で
も
『
往
生
要
集
』
の
記
述
以
上
に
、
人

間
世
界
の
苦
し
み
を
具
体
的
に
描
き
出
し
て
い
る
。

色
紙
形

て
し
ま
う
こ
と
。
こ
れ
ら
が
す
な
わ
ち
苦
相
で
あ
る
」
と
読
み
解
か
れ
る
。

画
面
内
容

　

画
面
下
か
ら
上
に
向
か
っ
て
見
て
い
く
。
最
下
部
で
は
、
愛
別
離
苦
が
複
数
の

場
面
で
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
世
に
お
い
て
愛
す
る
者
と
必
ず
別
れ
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
苦
し
み
。
①
画
面
左
下
に
、
幼
い
子
ど
も
と
の
死
別
の
苦

し
み
を
味
わ
う
男
女
が
い
る
。
亡
骸
に
は
、
そ
の
成
仏
を
願
っ
て
梵
字
を
書
し
た

布
が
懸
け
ら
れ
、
ま
た
足
下
に
は
小
さ
な
子
ど
も
用
の
下
駄
が
揃
え
ら
れ
て
お
り

哀
れ
を
誘
う
。
②
そ
の
右
方
に
は
筵
で
仮
屋
根
を
葺
い
た
粗
末
な
小
屋
で
、
痩
せ

こ
け
た
女
性
が
死
ん
で
い
る
。
敷
物
の
上
に
衣
を
被
せ
ら
れ
て
横
た
わ
る
が
、
胸

部
は
大
き
く
露
出
す
る
。
左
手
の
親
指
と
人
差
し
指
を
合
わ
せ
て
印
を
結
ん
で
お

り
、
枕
辺
の
飲
器
も
含
め
て
、「
人
道
不
浄
相
幅
」
に
描
か
れ
た
高
貴
な
女
性
の

新
死
相
の
イ
メ
ー
ジ
が
交
差
す
る
。
死
に
ま
つ
わ
る
実
際
の
儀
礼
や
習
慣
が
こ
れ

ら
の
場
面
に
は
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
乳
飲
み
子
が
亡
骸
と
な
っ
た
母

の
乳
を
ま
さ
ぐ
り
、
こ
れ
が
母
子
の
死
別
の
苦
し
み
を
表
し
た
場
面
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。
傍
ら
に
数
珠
を
手
に
し
た
尼
が
た
た
ず
み
、
烏
や
野
犬
（
画
絹
が

切
り
つ
め
ら
れ
て
い
る
た
め
に
姿
半
分
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
模
本
に
よ
っ

て
全
身
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
が
屍
肉
を
窺
っ
て
い
る
。
霞
を
隔
て
て
上
の

場
面
で
は
、
③
屋
内
で
最
愛
の
妻
と
の
死
別
に
慟
哭
す
る
男
性
が
い
る
。
ま
た
そ

の
上
方
で
は
、
④
甲
冑
に
身
を
固
め
た
男
性
が
家
族
と
別
れ
戦
場
に
赴
く
。
御
簾

の
奥
で
泣
き
崩
れ
る
妻
、
御
簾
を
跳
ね
上
げ
追
い
す
が
る
幼
い
息
子
と
視
線
を
交

わ
し
な
が
ら
も
、
左
手
は
既
に
手
綱
に
懸
け
る
男
、
馬
の
口
を
と
り
轡く

つ
わを

押
さ
え

る
二
人
の
侍
者
の
緊
迫
し
た
動
き
を
含
め
全
て
が
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
、

生
き
な
が
ら
に
し
て
愛
す
る
者
達
と
別
れ
る
者
の
苦
し
み
を
鮮
や
か
に
切
り
取
る
。

画
面
左
方
、
館
の
門
外
に
は
す
で
に
出
陣
の
準
備
を
整
え
た
一
団
が
お
り
、
霞
を

隔
て
て
す
ぐ
上
に
描
か
れ
る
合
戦
場
面
へ
と
展
開
し
て
い
く
。
⑤
怨
憎
会
苦
。
憎

み
合
う
宿
敵
同
士
が
現
世
で
出
逢
い
闘
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
苦
し
み
。
川
を

挟
ん
で
相
対
す
る
軍
勢
の
合
戦
場
面
。
右
方
か
ら
は
赤
旗
の
軍
が
攻
め
上
り
、
渡

河
し
て
対
岸
の
砦
を
攻
め
お
と
そ
う
と
奮
戦
す
る
。
対
す
る
白
旗
の
軍
は
土
塁
や

柵
で
守
り
を
固
め
両
者
が
激
し
く
激
突
す
る
。
使
用
す
る
両
軍
の
楯
に
は
洲
浜
と

亀
甲
の
紋
所
が
確
認
で
き
る
が
、
特
定
の
家
や
戦
の
指
標
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
甲
冑
・
武
具
・
馬
具
の
詳
細
か
つ
正
確
な
表
現
、
残
虐
な
殺
戮

場
面
も
含
め
て
微
に
入
り
細
を
穿
つ
戦
闘
の
情
景
は
、
実
際
の
戦
場
を
彷
彿
と
さ

せ
る
に
十
分
な
迫
真
性
を
備
え
て
い
る
。
⑥
求
不
得
苦
。
欲
し
い
物
を
求
め
て
も

手
に
入
ら
な
い
苦
し
み
。
画
面
に
描
か
れ
る
の
は
柱
が
傾
き
壁
が
破
れ
今
に
も
崩

れ
落
ち
そ
う
な
あ
ば
ら
屋
と
そ
こ
に
住
む
貧
し
い
一
家
。
台
所
の
竈
の
火
は
絶
え

て
久
し
く
食
べ
る
物
は
な
い
。
母
親
と
年
長
ら
し
き
子
ど
も
が
身
に
着
け
る
の
は

ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
着
衣
、
小
さ
な
子
ど
も
は
裸
で
泣
い
て
い
る
。
隣
の
部
屋
で
は
父
親

が
為
す
術
も
な
く
神
仏
に
祈
っ
て
い
る
。
本
幅
他
の
場
面
に
比
べ
て
簡
略
な
表
現

で
は
あ
る
が
、
色
紙
形
の
題
辞
に
あ
る
、
衣
食
住
の
困
窮
が
実
に
的
確
に
表
さ
れ

て
い
る
。
ぼ
ろ
を
ま
と
っ
た
男
性
が
、
少
々
の
食
物
ら
し
き
物
を
手
に
こ
の
家
に

向
か
っ
て
い
る
。
歯
の
欠
け
た
下
駄
、
走
り
回
る
犬
、
子
を
背
負
っ
て
若
菜
摘
み

を
す
る
女
性
の
姿
が
、
下
層
の
人
々
の
慎
ま
し
い
暮
ら
し
の
一
場
面
を
活
き
活
き

と
伝
え
る
。
⑦
五
盛
陰
苦
。
突
然
の
厄
災
に
見
舞
わ
れ
苦
し
み
を
受
け
る
。
画
面

左
方
の
大
き
な
屋
敷
か
ら
火
の
手
が
あ
が
り
、
近
隣
の
家
屋
に
も
広
が
り
は
じ
め

て
い
る
。
逃
げ
ま
ど
い
慌
て
ふ
た
め
く
人
々
、
類
焼
を
防
ご
う
と
奮
闘
す
る
上
半

身
裸
の
男
た
ち
、
家
財
を
運
び
出
そ
う
と
す
る
人
々
、
我
が
子
を
背
中
と
右
腕
に

抱
え
さ
ら
に
頭
上
に
大
き
な
荷
物
を
の
せ
て
走
る
母
親
、
中
に
は
火
事
場
泥
棒
を

働
く
輩
も
お
り
抜
刀
し
た
男
に
追
わ
れ
て
い
る
。
慌
て
ふ
た
め
く
大
人
を
尻
目
に

我
関
せ
ず
盆
に
乗
せ
た
石
で
遊
ぶ
子
ど
も
、
男
に
背
負
わ
れ
て
避
難
す
る
若
い
女

性
は
深
窓
の
姫
君
で
あ
ろ
う
か
。
突
然
の
災
害
を
描
く
こ
の
場
面
は
、
そ
れ
で
い

て
、
貴
賤
聖
俗
の
老
若
男
女
が
入
り
乱
れ
、
鍋
・
釜
・
五
徳
・
筵
・
念
持
仏
な
ど

の
道
具
類
が
手
に
手
に
運
ば
れ
、
日
常
生
活
の
一
断
面
が
活
写
さ
れ
た
躍
動
感
に

も
満
ち
て
い
る
。

　

本
幅
に
は
、
人
間
に
と
っ
て
普
遍
的
な
苦
難
で
あ
る
、
死
別
・
戦
争
・
飢
餓
・

災
害
が
非
常
な
迫
真
性
を
持
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
。

　

色
紙
形
は
、
画
絹
最
上
部
の
右
端
に
淡
墨
線
で
区
画
、
素
地
の
ま
ま
と
す
る
。

三
行
目
、「
害
」
の
文
字
の
部
分
に
植
物
ら
し
き
金
泥
の
地
紋
が
確
認
さ
れ
る
。

題
辞
の
出
典
は
定
か
で
な
く
文
意
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
概
略
「
愛
別

離
苦
と
は
盲
目
的
な
愛
情
に
よ
っ
て
別
離
を
悲
し
む
こ
と
。
怨
憎
会
苦
は
、
宿
敵

と
遭
遇
し
怨
念
や
敵
愾
心
を
懐
く
こ
と
。
求
不
得
苦
は
、
食
に
満
た
さ
れ
ず
、
衣

は
皮
膚
を
覆
う
の
に
十
分
で
な
く
、
風
雨
に
家
を
侵
さ
れ
、
燈
燭
に
は
十
分
な
光

が
な
い
こ
と
。
五
盛
陰
苦
は
、
火
災
や
盗
賊
な
ど
思
い
も
し
な
い
災
害
に
遭
遇
し

．
人
道
苦
相
Ⅱ
幅

愛
別
離
苦
者
依
癡
愛
非
悲
別

離
怨
増マ

マ

會
苦
者

宿
悪
申
現

悪
成
怨
念
懐
害
心
求
不
得
苦

者
食
不
滿
口
衣
不
隠
膚
風
雨

侵
家
燈
燭
苦
光
五
盛
陰
苦
者
或
遇
火

災
或
逢
盗
賊
慮
外
細
苦
即
此
苦
相

①

⑤

⑥

⑦

②

④

③

図
版
六
道
絵

1
．等
活
地
獄
幅　
　

2
．黒
縄
地
獄
幅　
　

3
．衆
合
地
獄
幅　
　

4
．阿
鼻
地
獄
幅

5
．餓
鬼
道
幅　
　

6
．畜
生
道
幅　
　

7
．阿
修
羅
道
幅　
　

8
．人
道
不
浄
相
幅

9
．人
道
苦
相
Ⅰ
幅　
　

10
．人
道
苦
相
Ⅱ
幅　
　

11
．人
道
無
常
相
幅　
　

12
．天
道
幅

13
．譬
喩
経
所
説
念
仏
功
徳
幅　
14
．優
婆
塞
戒
経
所
説
念
仏
功
徳
幅　
15
．閻
魔
王
庁
幅

色
紙
形
写
真　
絹
目
拡
大
写
真

〈
参
考
図
版
〉
模
本
「
六
道
絵
」

〈
参
考
図
版
〉
フ
リ
ー
ア
美
術
館
所
蔵
「
畜
生
道
幅
」・「
天
道
幅
」

論　
　
考

〈
伝
来
と
研
究
史
〉
国
宝
「
六
道
絵
」
の
修
復
と
移
動 

山
本
聡
美　

〈
技
法
と
表
現
〉
六
道
絵
の
作
風
と
絵
師
の
分
類 

泉　

武
夫　

〈
図
様
と
位
置
づ
け
〉
往
生
要
集
絵
の
成
立
と
展
開 

加
須
屋
誠　

全
場
面
解
説 

加
須
屋
誠　

資　
　
料

1
．『
六
道
絵
旧
軸
木
修
理
銘
』　　
2
．『
六
道
繪
像
修
覆
記
』　　
3
．『
六
道
繪
相
畧
縁
起
』

4
．『
来
迎
寺
要
書
』　　
5
．『
来
迎
寺
年
代
記
』　　
6
．『
往
生
要
集
』　　
7
．『
仏
説
地
蔵

菩
薩
発
心
因
縁
十
王
経
』　　
8
．『
摩
訶
止
観
』　　
9
．『
二
水
記
』　　
10
．『
古
画
備
考
』

11
．『
考
古
画
譜
』　　
12
．『
四
明
餘
霞
』　　
13
．『
史
学
普
及
雑
誌
』

文
献
目
録

〈
英
文
概
説
〉

T
he Six R

ealm
s P

aintings in Shōjuraigōji T
em

ple: A
n Introduction

 
Y

ukio L
ippit 　

〈
仏
文
概
説
〉

A
 propos des Im

ages des Six D
estinées (R

okudō-e) du tem
ple Shōjuraigōji:

　

U
ne introduction

 
L

aure Schw
artz-A

renales 　

目　　次

聖
衆
来
迎
寺
本
・
国
宝
六
道
絵
（
十
五
幅
）

　
現
在
、滋
賀
県
聖
衆
来
迎
寺
（
天
台
宗
）
に
所
蔵
さ
れ
る
国
宝
「
六
道
絵
」

は
、
恵
心
僧
都
源
信
が
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
に
著
し
た
『
往
生
要
集
』

を
主
な
典
拠
と
し
、
六
道
（
十
二
幅
）
と
念
仏
功
徳
の
説
話
（
二
幅
）
そ

し
て
閻
魔
王
庁
（
一
幅
）
が
表
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
幅
も
縦
一
五
五・

五
㎝×

横
六
八・〇
㎝
で
、
大
画
面
に
よ
る
全
十
五
幅
の
構
成
は
圧
巻
。
制

作
時
期
に
関
し
て
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
十
三
世
紀
の
い
ず
れ
か
の
時

期
と
目
さ
れ
て
き
た
が
、
や
ま
と
絵
と
宋
画
の
要
素
が
渾
然
と
融
合
し
た

描
法
、
ま
た
は
十
五
幅
一
具
の
大
画
面
六
道
絵
と
い
う
構
成
と
画
面
内
容

に
お
い
て
比
較
作
例
に
と
ぼ
し
く
、
未
だ
定
説
を
み
な
い
。
本
書
で
は
、

後
掲
の
伝
来
・
図
様
・
様
式
に
関
す
る
論
考
を
通
じ
、
制
作
時
期
に
関
し

て
は
十
三
世
紀
後
半
と
位
置
付
け
た
。

六
道
と
『
往
生
要
集
』

　
六
道
と
は
、衆
生
が
輪
廻
転
生
を
く
り
返
す「
地
獄
」「
餓
鬼
」「
畜
生
」「
阿

修
羅
」「
人
」「
天
」
の
六
つ
の
世
界
。
末
法
思
想
、
無
常
観
が
強
ま
っ
た

一
〇
世
紀
、
恵
心
僧
都
源
信
（
九
四
二
〜
一
〇
一
七
）
が
極
楽
浄
土
信
仰

を
鼓
舞
す
る
目
的
で
、
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
に
様
々
な
経
論
よ
り
撰
述

し
た
教
学
書
『
往
生
要
集
』
を
著
し
た
。
平
安
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て

広
く
読
ま
れ
、
信
仰
上
だ
け
で
な
く
、
文
学
・
美
術
の
う
え
に
も
影
響
を

与
え
た
。
源
信
は
こ
の
忌
む
べ
き
世
界
を
解
脱
し
、
浄
土
へ
と
転
生
す
る

こ
と
を
勧
め
て
い
る
。

　
こ
こ
に
挙
げ
た
人
道
不
浄
相
幅
（
中
央
部
分
）
画
面
で
は
、
死
屍
の
不

浄
の
み
が
九
相
図
の
表
現
で
描
か
れ
て
い
る
。
九
相
図
と
は
欲
心
を
断
つ

た
め
に
、
朽
ち
ゆ
く
死
屍
を
九
つ
の
段
階
に
分
け
て
観
相
す
る
九
相
観
に

基
づ
く
図
像
で
あ
る
。『
往
生
要
集
』
に
お
け
る
該
当
箇
所
の
記
述
は
簡

略
で
、本
幅
に
描
か
れ
る
の
は
、同
書
が
出
典
と
し
て
あ
げ
る
『
摩
訶
止
観
』

の
説
く
「
不
壊
法
の
九
相
観
」
に
則
っ
た
表
現
で
あ
る
。

『
国
宝
六
道
絵
』
組
見
本

　
国
宝
の
細
部
ま
で
見
え
る
よ
う
に
、
高
精
細
に
刷
り
上
げ

た
。
精
緻
に
描
き
込
ま
れ
た
国
宝
全
十
五
幅
を
大
判
カ

ラ
ー
で
参
照
で
き
る
の
は
、
本
書
が
本
邦
初
と
な
る
。

①﹇
図
版
六
道
絵
﹈
本
作
の
全
図
に
は
見
開
き
で
解
説
を
読

め
る
よ
う
に
配
置
、
さ
ら
に
ト
レ
ー
ス
図
を
付
し
た
。

②﹇
図
版
六
道
絵
﹈
各
幅
主
要
な
図
様
の
部
分
図
を
掲
載
、

英
文
で
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
も
付
し
た
。

③﹇
図
版
六
道
絵
﹈
江
戸
期
模
本
に
は
、
図
中
に
記
さ
れ
た

短
冊
形
の
文
言
を
欄
外
に
翻
刻
し
た
。

④﹇
全
場
面
解
説
﹈
各
幅
そ
れ
ぞ
れ
を
百
三
十
の
場
面
に
分

け
、
解
説
と
該
当
部
分
の
図
版
を
掲
載
。

⑤﹇
論
考
﹈
詳
細
な
註
を
付
し
、
資
料
図
版
を
掲
載
し
内

容
の
充
実
を
図
っ
た
。

⑥﹇
資
料
﹈
本
作
品
に
関
連
す
る
一
次
資
料
を
収
集
、
原

典
に
忠
実
に
復
刻
し
た
。

⑦﹇
英
文
概
説
・
仏
文
概
説
﹈
本
書
の
要
約
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
本
作
品
を
広
く
世
界
へ
紹
介
す
る
ひ
と
つ
の
独

立
し
た
論
考
で
も
あ
る
。

　

（ ）

　　　

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

五衰の相が現れた天人

「雑
ぞう

林
りん

苑
おん

」で管弦や舞楽を楽しむ天人

．
天　

道　

幅

①
②

〈
資　
　

料
〉　

．『
六
道
絵
旧
軸
木
修
理
銘
』

．『
六
道
絵
旧
軸
木
修
理
銘
』

　

国
宝
「
六
道
絵
」
旧
軸
木
十
四
本
に
記
さ
れ
た
、
正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
か

ら
天
和
三
年
（
一
六
八
二
）
に
か
け
て
八
回
の
修
復
銘
。
こ
れ
ら
の
軸
木
は
、
天

和
三
年
（
一
六
八
三
）
の
修
復
に
際
し
て
新
調
さ
れ
て
お
り
、
銘
文
も
こ
の
時
に

転
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
歴
代
の
修
復
銘
を
正
し
く
伝
え
る
と

み
な
し
て
良
い
。
な
お
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
九
月
に
は
、「
六
道
絵
」
附

と
し
て
旧
国
宝
の
追
加
指
定
を
受
け
、
続
く
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
に
は

現
行
の
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
国
宝
指
定
。
聖
衆
来
迎
寺
所
蔵
。

修
理
銘
①

正
和
二
年
九
月
廿
八
日　

修
覆
之

六
道
之
繪
像
拾
五
幅
之
内
叡
山
横
川
霊
山
院
之
霊
寶
也

修
理
銘
②

六
道
之
繪
像
拾
五
幅
叡
山
横
川
霊
山
院
之
霊
寶
也

永
享
三
年
九
月
九
日
於
三
条
冨
小
路
修
覆
之

願
主
欣
求
浄
土
沙
門
忍
阿
弥
敬　

　

白

　

世
の
中
を
う
き
身
に
お
く
る
こ
と
わ
さ
の

　
　

さ
て
も
む
く
わ
ぬ
は
て
そ
か
な
し
き

　
　
　

能
阿
弥
生
年
卅
五
世

修
理
銘
③

六
道
之
繪
像
拾
五
幅
叡
山
横
川
霊
山
院
之
霊
寶
也

文
明
九
年
八
月
日
修
覆
第
三
度　

願
主
首
楞
嚴
霊
山
院

　
　

沙
門
宗
舜

修
理
銘
④

明
應
九
年
五
月
日
於
四
条
町
与
室
町
之
間
修
覆
之
畢
俗
名
廣
田
法
名
豊
真
生
年

五
十
四
歳
友
久
願
主
西
山
三
鈷
寺
門
人
惠
遵

六
道
繪
像
拾
五
幅
台
嶺
首
楞
嚴
院
霊
山
之
霊
寶
也
修
覆
之
施
主
千
代
靍　

幸
石　

具
師
洛
陽
中
尾
浄
阿
弥
紹
弥
修
補
畢
則
紹
弥
一
首
詠
六
乃
字
於
深
久
誠
仁
願
以
奈
波

　
　
　

　

穢
土
毛
浄
土
毛
倶
仁
常
楽

修
理
銘
⑪

六
道
之
繪
像
十
五
幅
之
内
山
門
坂
本

　
　
　

来
迎
寺
什
寶
也

于
時
天
和
三
年
十
月
十
日
修
覆
畢

修
理
銘
⑫

六
道
之
繪
像
拾
五
幅
之
内
山
門
坂
本

　
　
　

来
迎
寺
什
寶
也

修
理
銘
⑬

六
道
界
之
繪
像
十
五
幅
之
内
山
門
東
坂
本

　
　
　
　

紫
雲
山
来
迎
寺
什
寶
也

修
理
銘
⑭

六
道
之
繪
像
十
五
幅
之
内
山
門
東
坂
本

　
　
　
　

紫
雲
山
来
迎
寺
霊
寶
也

与
次
郎　

助
修
之
人
与
法
名
惠
舜
敬　

　

白

修
理
銘
⑤

天
文
七
年
七
月
十
一
日
修
覆
之
願
人
三
光
坊
暹
俊

　

六
道
之
繪
像
拾
五
幅
之
内
叡
山
横
川
霊
山
院
之
什
寶
也

修
理
銘
⑥

永
禄
九
年
三
月
十
二
日
修
復
之
願
主
来
迎
寺
真
雄
上
人
施
主
聖
真
子
宮
仕
寶
光
敬　

　

白

修
理
銘
⑦

寛
永
八
年
六
月
四
日
修
覆
之
御
表
具
師
古
右
菴
願
主
来
迎
寺
住
寺
利
曵
和
上
敬　

　

白

　

ゆ
く
す
へ
を
こ
し
か
た
程
に
お
も
へ
と
も

　
　

程
も
あ
ら
し
な
程
も
な
か
ら
し　

お
か
め　

年
五
十
四
ニ
成
ル
者
也

修
理
銘
⑧

六
道
之
絵
像
十
五
幅
之
内
山
門
東
坂
本

　
　
　
　

来
迎
寺
什
寶
也

天
和
三
年
八
月
廿
三
日
始
十
月
十
日
奉
修
覆
仕
終
畢

修
理
銘
⑨

此
繪
像
之
由
来
圓
融
院
法
皇
往
生
要
集
睿
覧
有
而
深
含
厭
欣
之
志
故
皇
后
宮
内
諸

女
勧
化
雖
然
蒙
昧
未
被
冥
之
故
法
皇
特
加
慈
愍
命
金
崗
穢
土
悪
相

浄
土
善
相
令
圖
畫
処
卅
幅
也
内
十
五
幅
不
知
其
所
在
今
六
道
界
之
圖
十
五
幅
山
門

東
坂
本
来
迎
寺
為
什
物
耳
此
時
表
具
願
主
来
迎
寺
住
持
曵
智
和
上

于
時
天
和
三
癸　

　

亥
年
八
月
廿
三
日
初
十
月
十
日
終　

表
具
師
洛
陽
中
尾
浄
阿
弥
紹

弥
修
補
畢
則
紹
弥
一
首
詠
六
乃
字
於
深
久
誠
仁
願
以
奈
波

　
　
　

穢
土
毛
浄
土
毛
倶
仁
常
楽

修
理
銘
⑩

此
繪
像
之
由
来
圓
融
院
法
皇
往
生
要
集
叡
覧
有
而
深
含
厭
欣
之
志
故
皇
后
宮
内
諸

女
勧
化
雖
然
蒙
昧
未
被
冥
之
故
法
皇
特
加
慈
愍
命
金
崗
穢
土
悪
相

浄
土
善
相
令
圖
畫
処
卅
幅
也
内
十
五
幅
不
知
其
所
在
今
六
道
界
之
圖
十
五
幅
山
門

東
麓
来
迎
寺
為
什
物
耳

于
時
天
和
三
癸　

　

亥
暦
八
月
廿
三
日
初
十
月
十
日
終
願
主
来
迎
寺
住
持
曵
智
和
上
表

⑥

⑦

〈
技
法
と
表
現
〉　

六
道
絵
の
作
風
と
絵
師
の
分
類

て
普
及
し
た
当
麻
曼
荼
羅
諸
本
で
は
、
中
央
部
の
極
楽
浄
土
の
天
空
は
し
ば
し
ば
金
色

に
表
わ
さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
白
色
（
ま
た
は
銀
）・
青
色
（
ま
た
は
藍
）
の
二
層

の
帯
が
画
面
上
端
に
加
え
ら
れ
る
。
鎌
倉
時
代
半
ば
頃
の
清
凉
寺
本
お
よ
び
香
雪
美
術

館
本
「
二
河
白
道
図
」、
鎌
倉
後
半
の
金
戒
光
明
寺
本
「
地
獄
極
楽
図
屛
風
」〔
挿
図

〕

な
ど
で
も
、
画
面
上
端
は
青
と
白
（
雲
母
）
の
二
層
の
帯
と
す
る
。
聖
護
院
本
「
熊
野

曼
荼
羅
図
」、
栗
棘
庵
本
「
八
幡
宮
曼
荼
羅
図
」
な
ど
、
垂
迹
画
で
も
同
様
の
語
法
が

用
い
ら
れ
る
ほ
か
、
久
遠
寺
本
や
常
楽
寺
本
「
釈
迦
八
相
図
」
と
い
っ
た
鎌
倉
時
代
の

仏
伝
図
、
耕
三
寺
本
や
自
性
院
・
安
養
院
本
「
仏
涅
槃
図
」
な
ど
の
仏
伝
関
係
の
絵
画
、

本
土
寺
本
「
観
音
経
絵
」
な
ど
の
変
相
図
な
ど
、
広
い
分
野
で
類
例
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

こ
う
し
た
天
空
表
現
の
起
源
と
形
成
過
程
を
に
わ
か
に
解
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
あ
る
程
度
の
見
通
し
を
概
略
し
て
お
こ
う
。
鎌
倉
時
代
制
作
の
当
麻
曼
荼
羅
諸
本

に
こ
の
表
現
が
あ
る
こ
と
は
、
八
世
紀
制
作
の
原
本
に
す
で
に
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、

ま
た
原
本
は
唐
画
の
強
い
影
響
下
で
制
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
起
原
は
中
国

画
に
あ
る
と
容
易
に
想
定
で
き
る
。
た
と
え
ば
敦
煌
莫
高
窟
第
二
一
七
壁
北
壁
の
「
観

経
変
相
」
中
台
部
（
初
唐
）〔
挿
図

〕、
三
二
〇
窟
南
壁
「
阿
弥
陀
浄
土
変
」・
一
七
二

窟
南
壁
「
観
経
変
相
」
中
台
部
（
盛
唐
）
な
ど
の
天
空
上
端
に
は
青
緑
色
の
ぼ
か
し
と

そ
の
下
の
白
色
と
思
わ
れ
る
空
間
の
設
定
が
す
で
に
認
め
ら
れ
る
。
や
や
降
っ
た
敦
煌

出
土
の
「
観
世
音
菩
薩
像
」（
九
七
二
年
銘
、
大
英
博
物
館
）
背
景
空
間
で
も
、
稚
拙
な
描

写
な
が
ら
、
青
緑
色
帯
と
そ
の
下
の
白
色
帯
が
輪
郭
線
は
な
い
な
が
ら
、
図
式
的
に
表

さ
れ
て
い
る）

（

。
い
っ
ぽ
う
日
本
絵
画
で
は
、
東
寺
旧
蔵
「
山
水
屛
風
」（
十
一
世
紀
、
京

都
国
立
博
物
館
）
に
や
は
り
青
緑
系
の
ぼ
か
し
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
、
鳳
凰
堂
扉
絵
「
九

品
往
生
図
」（
一
〇
五
三
年
）
も
各
画
面
上
端
に
青
緑
系
ぼ
か
し
、
そ
の
下
に
白
色
部
が

設
け
ら
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
ご
と
く
で
あ
る
。
当
初
の
彩
色
が
不
明
な
た
め
状
況
判

　
『
西
域
美
術
　

大
英
博
物
館
ス
タ
イ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

敦

煌
絵
画
Ⅱ
』（
講
談
社
、
一
九
八
二
年
）、

図
。

　

た
と
え
ば
「
人
道
苦
相
Ⅱ
」
の
天
空
帯
で
は
群
青
の
粒
子
が
認
め

ら
れ
る
。

　

鎌
倉
仏
画
諸
例
で
は
こ
の
天
空
帯
は
二
重
に
な
っ
て
お
り
、
最
上

層
の
藍
色
の
下
に
白
色
ま
た
は
銀
色
の
帯
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
わ
れ
わ
れ
が
空
を

眺
め
た
と
き
に
観
察
さ
れ
る
雲
の
層
と
、
そ
の
上
に
ひ
ろ
が
る
蒼

穹
と
を
、
こ
の
二
層
で
表
現
し
た
も
の
と
想
像
す
る
。
本
連
作
の

場
合
、
こ
こ
に
挙
げ
た
諸
図
で
は
藍
色
帯
は
明
瞭
な
の
だ
が
、
そ

の
下
の
層
に
現
在
は
彩
色
が
脱
落
し
て
い
る
も
の
の
そ
う
い
っ
た

帯
状
の
表
現
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
白
色
帯
の
有
無
は

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

な
お
「
人
道
苦
相
Ⅱ
」
で
は
上
端
に
絹
の
乱
れ
が
あ
る
ほ
か
、
火

災
の
黒
煙
と
ま
ぎ
れ
る
天
空
表
現
と
な
っ
て
い
る
の
で
わ
か
り
に

く
い
が
、
や
は
り
輪
郭
の
明
快
な
藍
色
（
群
青
）
の
帯
が
設
け
ら

挿図 　十界図　地蔵幅（下部分）　京都、禅林寺

挿図 　北野天神縁起　巻 　京都、北野天満宮

挿図 　地獄極楽図屛風　右隻　京都、金戒光明寺

⑤

〈
全
場
面
解
説
〉　

．
阿
修
羅
道
幅

　

古
来
、
様
々
に
造
形
化
さ
れ
て
き
た
阿
修
羅
の
図
様
の
伝
統
を

引
き
つ
つ
、『
往
生
要
集
』
の
簡
略
な
記
述
を
越
え
て
、『
正
法
念

処
経
』
の
具
体
的
記
述
を
も
と
に
し
て
、
阿
修
羅
軍
勢
を
率
い
る

王
た
ち
は
、
か
く
の
ご
と
く
描
か
れ
て
い
る
。

7
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帝
釈
天

　

古
代
イ
ン
ド
神
話
に
登
場
す
る
イ
ン
ド
ラ
神
は
仏
教
に
と
り
い

れ
ら
れ
て
、
帝
釈
天
と
な
っ
た
。
そ
の
造
形
は
イ
ン
ド
・
中
国
・

朝
鮮
半
島
の
遺
品
に
辿
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
と
く
に
わ
が
国
に

お
い
て
は
甲
冑
の
上
に
長
袖
の
中
国
風
の
衣
を
着
け
た
立
像
を

も
っ
て
示
さ
れ
る
作
品
（
顕
教
系
）
と
、
甲
冑
を
着
け
白
象
の
上

に
座
す
作
品
（
密
教
系
）
と
に
大
別
さ
れ
る
。
密
教
系
の
代
表
的

な
遺
品
と
し
て
彫
刻
で
は
東
寺
講
堂
像
、
絵
画
で
は
西
大
寺
十
二

天
画
像
の
う
ち
の
一
幅
が
あ
る
。
ど
ち
ら
も
平
安
前
期
作
で
あ
り
、

こ
れ
に
続
く
平
安
後
期
〜
鎌
倉
時
代
の
作
例
も
少
な
く
な
い
（
関

根
俊
一
『
梵
天
・
帝
釈
天
像
』
至
文
堂
、
一
九
九
七
年
）。

　

本
幅
に
描
か
れ
た
帝
釈
天
も
白
象
の
上
に
座
し
て
い
る
。
朱
蓮

華
の
付
い
た
宝
冠
を
戴
き
、
甲
冑
に
身
を
包
み
、
束
が
三
鈷
杵
の

か
た
ち
に
な
っ
た
剣
を
右
手
に
持
し
て
い
る
。
目
鼻
立
ち
が
く
っ

き
り
と
し
て
お
り
、
全
身
に
気
品
が
漂
う
。

　
『
往
生
要
集
』
は
阿
修
羅
軍
勢
と
闘
う
帝
釈
天
の
様
相
に
つ
い

て
説
く
と
こ
ろ
は
な
に
も
な
い
。『
正
法
念
処
経
』
巻
二
十
一
は

そ
れ
に
つ
い
て
詳
し
く
説
く
。
た
と
え
ば
同
経
に
よ
れ
ば
、
帝
釈

天
の
乗
る
白
象
は
名
を
伊い

羅ら

婆ば

那な

と
い
う
。
そ
し
て
「
時
に
伊
羅

婆
那
は
卽
時
に
鼻
を
も
っ
て
阿
修
羅
を
捉
へ
、
虚
空
中
に
於
て
廻め

施ぐ

り
て
こ
れ
を
轉
ず
る
こ
と
人
の
鈴
を
弄
ぶ
が
如
く
」
で
あ
っ
た

と
説
く
。
ま
さ
し
く
本
幅
に
は
、
こ
の
説
明
ど
お
り
に
帝
釈
天
の

乗
る
白
象
が
鼻
で
阿
修
羅
軍
勢
の
一
人
を
捉
ま
え
て
振
り
回
す
と

こ
ろ
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
本
幅
を
描
い
た
絵
師
は
『
正
法
念
処

経
』
を
丹
念
に
読
み
、
そ
れ
を
念
頭
に
お
い
て
作
画
に
当
た
っ
た

の
だ
ろ
う
。

　
「
根
本
縁
起
」
巻
八
に
て
阿
修
羅
と
闘
う
帝
釈
天
は
、
甲
冑
を

着
け
地
上
に
立
つ
姿
で
描
か
れ
る
。
白
象
は
い
な
い
。
彼
の
左
手

は
人
差
し
指
と
中
指
を
立
て
た
（
羅
刹
天
の
印
相
と
似
る
）
特
異

な
印
を
結
ぶ
。
極
楽
寺
本
「
六
道
絵
」
左
幅
に
描
か
れ
た
帝
釈
天

も
、
こ
れ
と
同
じ
印
を
結
ん
で
い
る
。
そ
の
姿
勢
も
ま
た
「
根
本

縁
起
」
と
同
様
の
立
ち
姿
で
あ
る
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
極
楽
寺

本
の
帝
釈
天
は
地
上
で
は
な
く
、
白
象
の
上
に
立
っ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
先
行
す
る
「
根
本
縁
起
」
と
聖
衆
来
迎
寺
本
と
が
混
交

し
た
よ
う
な
、
特
異
な
イ
メ
ー
ジ
を
極
楽
寺
本
は
採
用
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
象
上
に
直
立
す
る
帝
釈
天
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
光
明
真

言
功
徳
絵
」
巻
中
に
唯
一
継
承
さ
れ
て
い
く
。
し
か
し
禅
林
寺
本

「
十
界
図
」
阿
弥
陀
幅
や
当
麻
寺
奥
院
本
「
十
界
図
屛
風
」
さ
ら

に
室
町
時
代
以
降
の
六
道
絵
に
は
二
本
指
を
立
て
た
帝
釈
天
も
騎

象
の
帝
釈
天
も
ど
ち
ら
の
姿
も
引
き
継
が
れ
て
い
か
な
い
。
近
世

の
熊
野
観
心
十
界
図
に
至
っ
て
は
、
阿
修
羅
道
の
状
景
は
人
間
界

に
お
け
る
武
者
の
戦
争
の
ご
と
く
示
さ
れ
、
そ
こ
が
阿
修
羅
と
帝

釈
天
と
の
闘
争
の
場
で
あ
る
こ
と
さ
え
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

　

聖
衆
来
迎
寺
本
に
み
ら
れ
る
優
美
な
帝
釈
天
、
勇
猛
な
伊
羅
婆

那
、
彼
ら
を
主
役
に
据
え
た
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
阿
修
羅
と
の
戦
闘

劇
は
、
わ
が
国
説
話
画
の
歴
史
上
ほ
ん
の
短
期
間
の
み
現
れ
、
そ

し
て
消
え
て
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

7
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双
方
の
軍
勢

　

帝
釈
天
が
率
い
る
軍
勢
に
つ
い
て
『
正
法
念
処
経
』
は
そ
の
中

核
と
し
て
働
く
者
に
四
天
王
の
名
を
挙
げ
る
。
本
幅
に
描
か
れ
た

帝
釈
天
軍
勢
が
ほ
ぼ
全
員
甲
冑
に
身
を
包
ん
だ
重
装
備
を
し
て
い

る
の
は
、
四
天
王
の
イ
メ
ー
ジ
が
投
影
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
阿
修
羅
軍
勢
は
い
ず
れ
も
軽
装
だ
。
軍
を
指

揮
す
る
阿
修
羅
王
か
ら
し
て
四
人
中
三
人
ま
で
が
上
半
身
裸
で

あ
り
、
軍
勢
の
大
半
も
裸
も
し
く
は
素
肌
に
甲
冑
を
着
け
る
の

み
。
そ
の
い
で
た
ち
で
戦
い
を
挑
む
彼
等
の
勇
気
は
か
う
に
し
て

も
、
実
質
的
な
装
備
面
に
お
い
て
阿
修
羅
軍
勢
は
帝
釈
天
軍
勢
に

明
ら
か
に
劣
っ
て
い
る
。

　

劣
っ
て
い
る
の
は
装
備
だ
け
で
は
な
い
。
ギ
ョ
ロ
目
で
丸
鼻
、

ザ
ン
バ
ラ
髪
か
あ
る
い
は
禿
頭
、
容
姿
に
お
い
て
も
阿
修
羅
軍
勢

は
ク
ー
ル
な
帝
釈
天
軍
勢
に
遠
く
及
ば
な
い
。

-
①　

羅
睺
阿
修
羅
王
（
左
上
）、

-
②　

鉢
呵
婆
阿
修
羅
王
（
右
下
）　

-
④　

華
鬘
阿
修
羅
王　

-
⑧　

勇
健
阿
修
羅
王　

④

〈
参
考
図
版
〉
模
本
「
六
道
絵
」　

　

閻
魔
王
庁
幅
（
裏
書
「
第
一　

閻
魔
社
図
」）

左
獄
司
ト
申
テ
罪
軽
重
沙
汰
役
人
也

右
令
神
申
三
千
界
衆
生
業
果

沙
汰
役
人
也

右
黒
闇
天
女
幢
左
太
山
府
君
幢

一
名
光
明
院

二
名
善
名
称
院
於
中
殿
裏
大
鏡
台

左
神
記
悪
形
如
羅
刹

左
右
有
檀
荼
幢
上
安
人
頭
形
人
能
見
人
界
如
見
掌
中
掩
羅
果

二
人
宮
人
左
司
命
申
炎
魔
王
侍
者

三
千
大
千
世
界
衆
生
寿
命
長
短
計

右
候
司
申
地
獄
宮
領
也

③
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滋
賀
県
大
津
市
聖
衆
来
迎
寺
に
伝
わ
る
国
宝
六
道
絵十
五
幅
、
そ
の
全
て
を
大
判
の
カ
ラ
ー

図
版
で
掲
載
。
三
名
の
研
究
者
に
よ
る
「
伝
来
と
研
究
史
」「
技
法
と
表
現
」「
図
様
と
位
置

づ
け
」
に
関
す
る
論
文
に
加
え
、
詳
細
な
全
場
面
解
説
、
軸
木
に
残
さ
れ
た
銘
文
や
『
六

道
繪
相
畧
縁
起
』『
往
生
要
集
』
な
ど
関
係
資
料
の
翻
刻
を
収
録
し
た
、
美
術
史
だ
け
で
な

く
仏
教
史
・
中
世
史
・
国
文
学
に
お
い
て
も
重
要
な
第
一
級
絵
画
史
料
研
究
の
決
定
版
。

■
二
〇
〇
七
年
十
一
月
刊
行

Ｂ
４
判
上
製
函
入　
カ
ラ
ー
口
絵
一
七
六
ペ
ー
ジ　
本
文
二
〇
四
ペ
ー
ジ

定
価
三
七
、八
〇
〇
円
（
本
体
三
六
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

I
S
B
N
9
7
8
-
4
-
8
0
5
5
-
0
5
5
6
-
4

■
圧
倒
的
な
迫
力
の
豊
富
な
カ
ラ
ー
図
版

　

図
の
上
部
に
あ
る
色
紙
形
に
残
さ
れ
た
文
言
の
翻
刻
と
、
画
面
内
容
を
紹
介
す
る
解
説
を

付
し
た
全
体
図
に
加
え
、
各
幅
ご
と
に
６
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
見
開
き
図
を
掲
載
。
絵
巻
物
を

超
え
る
ほ
ど
の
豊
富
な
意
味
内
容
を
も
つ
本
作
の
細
部
に
ま
で
迫
る
。

　

部
分
図
や
絹
目
の
拡
大
図
版
、
ま
た
江
戸
期
に
写
さ
れ
た
模
本
や
、
同
時
代
の
六
道
絵
類

本
と
し
て
、
鮮
明
な
大
型
図
版
の
な
か
っ
た
フ
リ
ー
ア
美
術
館
所
蔵
の
「
畜
生
道
幅
」「
天

道
幅
」
も
参
考
資
料
と
し
て
解
説
を
付
し
て
掲
載
す
る
。

■
新
知
見
を
盛
り
込
ん
だ
充
実
の
論
考

　
「〈
伝
来
と
研
究
史
〉
国
宝
「
六
道
絵
」
の
修
復
と
移
動
」
で
は
、
比
叡
山
横
川
に
あ
っ
た

本
作
品
が
聖
衆
来
迎
寺
に
移
さ
れ
伝
来
し
て
き
た
過
程
を
、
修
理
銘
を
は
じ
め
と
す
る
史
料

を
も
と
に
考
察
す
る
と
と
も
に
、
近
現
代
の
美
術
史
学
に
お
け
る
研
究
成
果
を
概
説
し
た
。

　
「〈
技
法
と
表
現
〉
六
道
絵
の
作
風
と
絵
師
の
分
類
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と

の
少
な
か
っ
た
画
家
に
つ
い
て
、
各
幅
画
面
の
詳
細
な
観
察
か
ら
、
二
人
の
手
に
よ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
十
五
幅
に
お
け
る
分
担
な
ど
、
新
た
な
知
見
を
提
示
す
る
。

　
「〈
図
様
と
位
置
づ
け
〉
往
生
要
集
絵
の
成
立
と
展
開
」
で
は
、
文
献
と
現
存
作
例
を
通
じ

て
わ
が
国
及
び
大
陸
の
地
獄
絵
・
六
道
絵
の
展
開
を
辿
り
、
日
本
・
東
洋
美
術
史
上
に
お
け

る
聖
衆
来
迎
寺
本
「
六
道
絵
」
の
位
置
づ
け
を
論
じ
た
。

■
作
品
理
解
の
助
け
と
な
る
詳
細
な
場
面
解
説
と
資
料
類

　
「
全
場
面
解
説
」
に
お
い
て
、
十
五
幅
に
描
か
れ
た
図
様
を
百
三
十
の
場
面
に
分
け
、
ひ

と
つ
ひ
と
つ
の
典
拠
や
図
像
的
伝
統
を
記
述
、
本
作
理
解
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
わ
が
国
に

お
け
る
仏
教
理
解
に
通
じ
る
幅
広
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
資
料
」
に
お
い
て
、
国
宝
附
の
『
旧
軸
木
修
理
銘
』
や
『
六
道
繪
相
畧
縁
起
』
ま
た
『
往

生
要
集
』
な
ど
、
本
作
に
関
連
す
る
一
次
資
料
を
収
集
、
復
刻
掲
載
し
た
。

　

巻
末
に
本
書
の
英
文
概
説
・
仏
文
概
説
を
掲
載
。
広
く
世
界
へ
と
本
作
の
魅
力
を
伝
え
る
。

■
本
書
を
お
勧
め
す
る
方
々

美
学
・
美
術
史
、
日
本
思
想
史
、
仏
教
史
、
国
文
学
な
ど
の
研
究
者
・
研
究
室

美
術
館
・
博
物
館
学
芸
員
、
大
学
・
公
共
図
書
館

文
化
財
保
存
・
絵
画
修
復
関
係
者
、
画
廊
、
古
美
術
商
、
日
本
画
・
水
墨
画
画
家

寺
院
関
係
者
と
関
係
機
関
、
表
装
・
表
具
店
、
仏
具
店

「
日
本
絵
巻
大
成
」・「
国
宝
」
シ
リ
ー
ズ
購
入
読
者
、
画
集
・
美
術
豪
華
本
愛
読
者

　
﹇
編
著
者
略
歴
﹈

泉　

武
夫
（
い
ず
み
・
た
け
お
）

東
北
大
学
文
学
研
究
科
教
授
。
著
書
に
『
国
宝
釈
迦
金
棺
出
現
図
』（
京
都
国
立
博
物
館
、
一

九
九
二
年
）、『
仏
画
の
造
形
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
。

加
須
屋
誠
（
か
す
や
・
ま
こ
と
）

奈
良
女
子
大
学
文
学
部
准
教
授
。
著
書
に
『
美
術
史
と
他
者
』（
共
編
著
、
晃
洋
書
房
、
二
〇

〇
〇
年
）、『
仏
教
説
話
画
の
構
造
と
機
能
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
。

山
本
聡
美
（
や
ま
も
と
・
さ
と
み
）

大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
国
際
文
化
学
科
専
任
講
師
。
論
文
に
「
聖
衆
来
迎
寺
所
蔵
『
六

道
絵
』
の
修
復
と
移
動
」（『
美
術
史
』
一
五
六
号
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
。

　
﹇
撮
影
者
略
歴
﹈

金
井
杜
道
（
か
な
い
・
も
り
お
）

写
真
家
、京
都
国
立
博
物
館
名
誉
館
員
。
撮
影
に
携
わ
っ
た
書
籍
に『
王
朝
の
仏
画
と
儀
礼
』（
至

文
堂
、
二
〇
〇
〇
年
）、『
若
冲
大
全
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
。

⇦「
阿
鼻
地
獄
幅
」
部
分
：
阿
鼻
地
獄
は
地
獄
道
で
も
最
下
層
に
あ
た
る
。



．
人
道
苦
相
Ⅱ
幅

　

四
苦
八
苦
の
八
苦
と
は
、
生
老
病
死
苦
に
「
愛あ

い

別べ
つ

離り

苦く

」「
怨お

ん

憎ぞ
う

会え

苦く

」「
求ぐ

不ふ

得と
つ

苦く

」「
五ご

じ
ょ
う盛

陰お
ん

苦く

」
を
加
え
て
八
と
し
た
も
の
。
本
幅
に
は
後
半
の
四
苦
が
描

か
れ
る
。『
往
生
要
集
』
大
文
第
一
「
厭
離
穢
土
」
に
は
こ
れ
に
関
す
る
記
述
は

な
く
「
人
道
苦
相
Ⅰ
幅
」
同
様
、
こ
こ
で
も
『
往
生
要
集
』
の
記
述
以
上
に
、
人

間
世
界
の
苦
し
み
を
具
体
的
に
描
き
出
し
て
い
る
。

色
紙
形

て
し
ま
う
こ
と
。
こ
れ
ら
が
す
な
わ
ち
苦
相
で
あ
る
」
と
読
み
解
か
れ
る
。

画
面
内
容

　

画
面
下
か
ら
上
に
向
か
っ
て
見
て
い
く
。
最
下
部
で
は
、
愛
別
離
苦
が
複
数
の

場
面
で
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
世
に
お
い
て
愛
す
る
者
と
必
ず
別
れ
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
苦
し
み
。
①
画
面
左
下
に
、
幼
い
子
ど
も
と
の
死
別
の
苦

し
み
を
味
わ
う
男
女
が
い
る
。
亡
骸
に
は
、
そ
の
成
仏
を
願
っ
て
梵
字
を
書
し
た

布
が
懸
け
ら
れ
、
ま
た
足
下
に
は
小
さ
な
子
ど
も
用
の
下
駄
が
揃
え
ら
れ
て
お
り

哀
れ
を
誘
う
。
②
そ
の
右
方
に
は
筵
で
仮
屋
根
を
葺
い
た
粗
末
な
小
屋
で
、
痩
せ

こ
け
た
女
性
が
死
ん
で
い
る
。
敷
物
の
上
に
衣
を
被
せ
ら
れ
て
横
た
わ
る
が
、
胸

部
は
大
き
く
露
出
す
る
。
左
手
の
親
指
と
人
差
し
指
を
合
わ
せ
て
印
を
結
ん
で
お

り
、
枕
辺
の
飲
器
も
含
め
て
、「
人
道
不
浄
相
幅
」
に
描
か
れ
た
高
貴
な
女
性
の

新
死
相
の
イ
メ
ー
ジ
が
交
差
す
る
。
死
に
ま
つ
わ
る
実
際
の
儀
礼
や
習
慣
が
こ
れ

ら
の
場
面
に
は
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
乳
飲
み
子
が
亡
骸
と
な
っ
た
母

の
乳
を
ま
さ
ぐ
り
、
こ
れ
が
母
子
の
死
別
の
苦
し
み
を
表
し
た
場
面
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。
傍
ら
に
数
珠
を
手
に
し
た
尼
が
た
た
ず
み
、
烏
や
野
犬
（
画
絹
が

切
り
つ
め
ら
れ
て
い
る
た
め
に
姿
半
分
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
模
本
に
よ
っ

て
全
身
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
が
屍
肉
を
窺
っ
て
い
る
。
霞
を
隔
て
て
上
の

場
面
で
は
、
③
屋
内
で
最
愛
の
妻
と
の
死
別
に
慟
哭
す
る
男
性
が
い
る
。
ま
た
そ

の
上
方
で
は
、
④
甲
冑
に
身
を
固
め
た
男
性
が
家
族
と
別
れ
戦
場
に
赴
く
。
御
簾

の
奥
で
泣
き
崩
れ
る
妻
、
御
簾
を
跳
ね
上
げ
追
い
す
が
る
幼
い
息
子
と
視
線
を
交

わ
し
な
が
ら
も
、
左
手
は
既
に
手
綱
に
懸
け
る
男
、
馬
の
口
を
と
り
轡く

つ
わを

押
さ
え

る
二
人
の
侍
者
の
緊
迫
し
た
動
き
を
含
め
全
て
が
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
、

生
き
な
が
ら
に
し
て
愛
す
る
者
達
と
別
れ
る
者
の
苦
し
み
を
鮮
や
か
に
切
り
取
る
。

画
面
左
方
、
館
の
門
外
に
は
す
で
に
出
陣
の
準
備
を
整
え
た
一
団
が
お
り
、
霞
を

隔
て
て
す
ぐ
上
に
描
か
れ
る
合
戦
場
面
へ
と
展
開
し
て
い
く
。
⑤
怨
憎
会
苦
。
憎

み
合
う
宿
敵
同
士
が
現
世
で
出
逢
い
闘
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
苦
し
み
。
川
を

挟
ん
で
相
対
す
る
軍
勢
の
合
戦
場
面
。
右
方
か
ら
は
赤
旗
の
軍
が
攻
め
上
り
、
渡

河
し
て
対
岸
の
砦
を
攻
め
お
と
そ
う
と
奮
戦
す
る
。
対
す
る
白
旗
の
軍
は
土
塁
や

柵
で
守
り
を
固
め
両
者
が
激
し
く
激
突
す
る
。
使
用
す
る
両
軍
の
楯
に
は
洲
浜
と

亀
甲
の
紋
所
が
確
認
で
き
る
が
、
特
定
の
家
や
戦
の
指
標
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
甲
冑
・
武
具
・
馬
具
の
詳
細
か
つ
正
確
な
表
現
、
残
虐
な
殺
戮

場
面
も
含
め
て
微
に
入
り
細
を
穿
つ
戦
闘
の
情
景
は
、
実
際
の
戦
場
を
彷
彿
と
さ

せ
る
に
十
分
な
迫
真
性
を
備
え
て
い
る
。
⑥
求
不
得
苦
。
欲
し
い
物
を
求
め
て
も

手
に
入
ら
な
い
苦
し
み
。
画
面
に
描
か
れ
る
の
は
柱
が
傾
き
壁
が
破
れ
今
に
も
崩

れ
落
ち
そ
う
な
あ
ば
ら
屋
と
そ
こ
に
住
む
貧
し
い
一
家
。
台
所
の
竈
の
火
は
絶
え

て
久
し
く
食
べ
る
物
は
な
い
。
母
親
と
年
長
ら
し
き
子
ど
も
が
身
に
着
け
る
の
は

ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
着
衣
、
小
さ
な
子
ど
も
は
裸
で
泣
い
て
い
る
。
隣
の
部
屋
で
は
父
親

が
為
す
術
も
な
く
神
仏
に
祈
っ
て
い
る
。
本
幅
他
の
場
面
に
比
べ
て
簡
略
な
表
現

で
は
あ
る
が
、
色
紙
形
の
題
辞
に
あ
る
、
衣
食
住
の
困
窮
が
実
に
的
確
に
表
さ
れ

て
い
る
。
ぼ
ろ
を
ま
と
っ
た
男
性
が
、
少
々
の
食
物
ら
し
き
物
を
手
に
こ
の
家
に

向
か
っ
て
い
る
。
歯
の
欠
け
た
下
駄
、
走
り
回
る
犬
、
子
を
背
負
っ
て
若
菜
摘
み

を
す
る
女
性
の
姿
が
、
下
層
の
人
々
の
慎
ま
し
い
暮
ら
し
の
一
場
面
を
活
き
活
き

と
伝
え
る
。
⑦
五
盛
陰
苦
。
突
然
の
厄
災
に
見
舞
わ
れ
苦
し
み
を
受
け
る
。
画
面

左
方
の
大
き
な
屋
敷
か
ら
火
の
手
が
あ
が
り
、
近
隣
の
家
屋
に
も
広
が
り
は
じ
め

て
い
る
。
逃
げ
ま
ど
い
慌
て
ふ
た
め
く
人
々
、
類
焼
を
防
ご
う
と
奮
闘
す
る
上
半

身
裸
の
男
た
ち
、
家
財
を
運
び
出
そ
う
と
す
る
人
々
、
我
が
子
を
背
中
と
右
腕
に

抱
え
さ
ら
に
頭
上
に
大
き
な
荷
物
を
の
せ
て
走
る
母
親
、
中
に
は
火
事
場
泥
棒
を

働
く
輩
も
お
り
抜
刀
し
た
男
に
追
わ
れ
て
い
る
。
慌
て
ふ
た
め
く
大
人
を
尻
目
に

我
関
せ
ず
盆
に
乗
せ
た
石
で
遊
ぶ
子
ど
も
、
男
に
背
負
わ
れ
て
避
難
す
る
若
い
女

性
は
深
窓
の
姫
君
で
あ
ろ
う
か
。
突
然
の
災
害
を
描
く
こ
の
場
面
は
、
そ
れ
で
い

て
、
貴
賤
聖
俗
の
老
若
男
女
が
入
り
乱
れ
、
鍋
・
釜
・
五
徳
・
筵
・
念
持
仏
な
ど

の
道
具
類
が
手
に
手
に
運
ば
れ
、
日
常
生
活
の
一
断
面
が
活
写
さ
れ
た
躍
動
感
に

も
満
ち
て
い
る
。

　

本
幅
に
は
、
人
間
に
と
っ
て
普
遍
的
な
苦
難
で
あ
る
、
死
別
・
戦
争
・
飢
餓
・

災
害
が
非
常
な
迫
真
性
を
持
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
。

　

色
紙
形
は
、
画
絹
最
上
部
の
右
端
に
淡
墨
線
で
区
画
、
素
地
の
ま
ま
と
す
る
。

三
行
目
、「
害
」
の
文
字
の
部
分
に
植
物
ら
し
き
金
泥
の
地
紋
が
確
認
さ
れ
る
。

題
辞
の
出
典
は
定
か
で
な
く
文
意
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
概
略
「
愛
別

離
苦
と
は
盲
目
的
な
愛
情
に
よ
っ
て
別
離
を
悲
し
む
こ
と
。
怨
憎
会
苦
は
、
宿
敵

と
遭
遇
し
怨
念
や
敵
愾
心
を
懐
く
こ
と
。
求
不
得
苦
は
、
食
に
満
た
さ
れ
ず
、
衣

は
皮
膚
を
覆
う
の
に
十
分
で
な
く
、
風
雨
に
家
を
侵
さ
れ
、
燈
燭
に
は
十
分
な
光

が
な
い
こ
と
。
五
盛
陰
苦
は
、
火
災
や
盗
賊
な
ど
思
い
も
し
な
い
災
害
に
遭
遇
し

．
人
道
苦
相
Ⅱ
幅

愛
別
離
苦
者
依
癡
愛
非
悲
別

離
怨
増マ

マ

會
苦
者

宿
悪
申
現

悪
成
怨
念
懐
害
心
求
不
得
苦

者
食
不
滿
口
衣
不
隠
膚
風
雨

侵
家
燈
燭
苦
光
五
盛
陰
苦
者
或
遇
火

災
或
逢
盗
賊
慮
外
細
苦
即
此
苦
相

①

⑤

⑥

⑦

②

④

③

図
版
六
道
絵

1
．等
活
地
獄
幅　
　

2
．黒
縄
地
獄
幅　
　

3
．衆
合
地
獄
幅　
　

4
．阿
鼻
地
獄
幅

5
．餓
鬼
道
幅　
　

6
．畜
生
道
幅　
　

7
．阿
修
羅
道
幅　
　

8
．人
道
不
浄
相
幅

9
．人
道
苦
相
Ⅰ
幅　
　

10
．人
道
苦
相
Ⅱ
幅　
　

11
．人
道
無
常
相
幅　
　

12
．天
道
幅

13
．譬
喩
経
所
説
念
仏
功
徳
幅　
14
．優
婆
塞
戒
経
所
説
念
仏
功
徳
幅　
15
．閻
魔
王
庁
幅

色
紙
形
写
真　
絹
目
拡
大
写
真

〈
参
考
図
版
〉
模
本
「
六
道
絵
」

〈
参
考
図
版
〉
フ
リ
ー
ア
美
術
館
所
蔵
「
畜
生
道
幅
」・「
天
道
幅
」

論　
　
考

〈
伝
来
と
研
究
史
〉
国
宝
「
六
道
絵
」
の
修
復
と
移
動 

山
本
聡
美　

〈
技
法
と
表
現
〉
六
道
絵
の
作
風
と
絵
師
の
分
類 

泉　

武
夫　

〈
図
様
と
位
置
づ
け
〉
往
生
要
集
絵
の
成
立
と
展
開 

加
須
屋
誠　

全
場
面
解
説 

加
須
屋
誠　

資　
　
料

1
．『
六
道
絵
旧
軸
木
修
理
銘
』　　
2
．『
六
道
繪
像
修
覆
記
』　　
3
．『
六
道
繪
相
畧
縁
起
』

4
．『
来
迎
寺
要
書
』　　
5
．『
来
迎
寺
年
代
記
』　　
6
．『
往
生
要
集
』　　
7
．『
仏
説
地
蔵

菩
薩
発
心
因
縁
十
王
経
』　　
8
．『
摩
訶
止
観
』　　
9
．『
二
水
記
』　　
10
．『
古
画
備
考
』

11
．『
考
古
画
譜
』　　
12
．『
四
明
餘
霞
』　　
13
．『
史
学
普
及
雑
誌
』

文
献
目
録

〈
英
文
概
説
〉

T
he Six R

ealm
s P

aintings in Shōjuraigōji T
em

ple: A
n Introduction

 
Y

ukio L
ippit 　

〈
仏
文
概
説
〉

A
 propos des Im

ages des Six D
estinées (R

okudō-e) du tem
ple Shōjuraigōji:

　

U
ne introduction

 
L

aure Schw
artz-A

renales 　

目　　次

聖
衆
来
迎
寺
本
・
国
宝
六
道
絵
（
十
五
幅
）

　
現
在
、滋
賀
県
聖
衆
来
迎
寺
（
天
台
宗
）
に
所
蔵
さ
れ
る
国
宝
「
六
道
絵
」

は
、
恵
心
僧
都
源
信
が
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
に
著
し
た
『
往
生
要
集
』

を
主
な
典
拠
と
し
、
六
道
（
十
二
幅
）
と
念
仏
功
徳
の
説
話
（
二
幅
）
そ

し
て
閻
魔
王
庁
（
一
幅
）
が
表
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
幅
も
縦
一
五
五・

五
㎝×

横
六
八・〇
㎝
で
、
大
画
面
に
よ
る
全
十
五
幅
の
構
成
は
圧
巻
。
制

作
時
期
に
関
し
て
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
十
三
世
紀
の
い
ず
れ
か
の
時

期
と
目
さ
れ
て
き
た
が
、
や
ま
と
絵
と
宋
画
の
要
素
が
渾
然
と
融
合
し
た

描
法
、
ま
た
は
十
五
幅
一
具
の
大
画
面
六
道
絵
と
い
う
構
成
と
画
面
内
容

に
お
い
て
比
較
作
例
に
と
ぼ
し
く
、
未
だ
定
説
を
み
な
い
。
本
書
で
は
、

後
掲
の
伝
来
・
図
様
・
様
式
に
関
す
る
論
考
を
通
じ
、
制
作
時
期
に
関
し

て
は
十
三
世
紀
後
半
と
位
置
付
け
た
。

六
道
と
『
往
生
要
集
』

　
六
道
と
は
、衆
生
が
輪
廻
転
生
を
く
り
返
す「
地
獄
」「
餓
鬼
」「
畜
生
」「
阿

修
羅
」「
人
」「
天
」
の
六
つ
の
世
界
。
末
法
思
想
、
無
常
観
が
強
ま
っ
た

一
〇
世
紀
、
恵
心
僧
都
源
信
（
九
四
二
〜
一
〇
一
七
）
が
極
楽
浄
土
信
仰

を
鼓
舞
す
る
目
的
で
、
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
に
様
々
な
経
論
よ
り
撰
述

し
た
教
学
書
『
往
生
要
集
』
を
著
し
た
。
平
安
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て

広
く
読
ま
れ
、
信
仰
上
だ
け
で
な
く
、
文
学
・
美
術
の
う
え
に
も
影
響
を

与
え
た
。
源
信
は
こ
の
忌
む
べ
き
世
界
を
解
脱
し
、
浄
土
へ
と
転
生
す
る

こ
と
を
勧
め
て
い
る
。

　
こ
こ
に
挙
げ
た
人
道
不
浄
相
幅
（
中
央
部
分
）
画
面
で
は
、
死
屍
の
不

浄
の
み
が
九
相
図
の
表
現
で
描
か
れ
て
い
る
。
九
相
図
と
は
欲
心
を
断
つ

た
め
に
、
朽
ち
ゆ
く
死
屍
を
九
つ
の
段
階
に
分
け
て
観
相
す
る
九
相
観
に

基
づ
く
図
像
で
あ
る
。『
往
生
要
集
』
に
お
け
る
該
当
箇
所
の
記
述
は
簡

略
で
、本
幅
に
描
か
れ
る
の
は
、同
書
が
出
典
と
し
て
あ
げ
る
『
摩
訶
止
観
』

の
説
く
「
不
壊
法
の
九
相
観
」
に
則
っ
た
表
現
で
あ
る
。

『
国
宝
六
道
絵
』
組
見
本

　
国
宝
の
細
部
ま
で
見
え
る
よ
う
に
、
高
精
細
に
刷
り
上
げ

た
。
精
緻
に
描
き
込
ま
れ
た
国
宝
全
十
五
幅
を
大
判
カ

ラ
ー
で
参
照
で
き
る
の
は
、
本
書
が
本
邦
初
と
な
る
。

①﹇
図
版
六
道
絵
﹈
本
作
の
全
図
に
は
見
開
き
で
解
説
を
読

め
る
よ
う
に
配
置
、
さ
ら
に
ト
レ
ー
ス
図
を
付
し
た
。

②﹇
図
版
六
道
絵
﹈
各
幅
主
要
な
図
様
の
部
分
図
を
掲
載
、

英
文
で
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
も
付
し
た
。

③﹇
図
版
六
道
絵
﹈
江
戸
期
模
本
に
は
、
図
中
に
記
さ
れ
た

短
冊
形
の
文
言
を
欄
外
に
翻
刻
し
た
。

④﹇
全
場
面
解
説
﹈
各
幅
そ
れ
ぞ
れ
を
百
三
十
の
場
面
に
分

け
、
解
説
と
該
当
部
分
の
図
版
を
掲
載
。

⑤﹇
論
考
﹈
詳
細
な
註
を
付
し
、
資
料
図
版
を
掲
載
し
内

容
の
充
実
を
図
っ
た
。

⑥﹇
資
料
﹈
本
作
品
に
関
連
す
る
一
次
資
料
を
収
集
、
原

典
に
忠
実
に
復
刻
し
た
。

⑦﹇
英
文
概
説
・
仏
文
概
説
﹈
本
書
の
要
約
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
本
作
品
を
広
く
世
界
へ
紹
介
す
る
ひ
と
つ
の
独

立
し
た
論
考
で
も
あ
る
。

　

（ ）

　　　

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

五衰の相が現れた天人

「雑
ぞう

林
りん

苑
おん

」で管弦や舞楽を楽しむ天人

．
天　

道　

幅

①
②

〈
資　
　

料
〉　

．『
六
道
絵
旧
軸
木
修
理
銘
』

．『
六
道
絵
旧
軸
木
修
理
銘
』

　

国
宝
「
六
道
絵
」
旧
軸
木
十
四
本
に
記
さ
れ
た
、
正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
か

ら
天
和
三
年
（
一
六
八
二
）
に
か
け
て
八
回
の
修
復
銘
。
こ
れ
ら
の
軸
木
は
、
天

和
三
年
（
一
六
八
三
）
の
修
復
に
際
し
て
新
調
さ
れ
て
お
り
、
銘
文
も
こ
の
時
に

転
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
歴
代
の
修
復
銘
を
正
し
く
伝
え
る
と

み
な
し
て
良
い
。
な
お
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
九
月
に
は
、「
六
道
絵
」
附

と
し
て
旧
国
宝
の
追
加
指
定
を
受
け
、
続
く
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
に
は

現
行
の
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
国
宝
指
定
。
聖
衆
来
迎
寺
所
蔵
。

修
理
銘
①

正
和
二
年
九
月
廿
八
日　

修
覆
之

六
道
之
繪
像
拾
五
幅
之
内
叡
山
横
川
霊
山
院
之
霊
寶
也

修
理
銘
②

六
道
之
繪
像
拾
五
幅
叡
山
横
川
霊
山
院
之
霊
寶
也

永
享
三
年
九
月
九
日
於
三
条
冨
小
路
修
覆
之

願
主
欣
求
浄
土
沙
門
忍
阿
弥
敬　

　

白

　

世
の
中
を
う
き
身
に
お
く
る
こ
と
わ
さ
の

　
　

さ
て
も
む
く
わ
ぬ
は
て
そ
か
な
し
き

　
　
　

能
阿
弥
生
年
卅
五
世

修
理
銘
③

六
道
之
繪
像
拾
五
幅
叡
山
横
川
霊
山
院
之
霊
寶
也

文
明
九
年
八
月
日
修
覆
第
三
度　

願
主
首
楞
嚴
霊
山
院

　
　

沙
門
宗
舜

修
理
銘
④

明
應
九
年
五
月
日
於
四
条
町
与
室
町
之
間
修
覆
之
畢
俗
名
廣
田
法
名
豊
真
生
年

五
十
四
歳
友
久
願
主
西
山
三
鈷
寺
門
人
惠
遵

六
道
繪
像
拾
五
幅
台
嶺
首
楞
嚴
院
霊
山
之
霊
寶
也
修
覆
之
施
主
千
代
靍　

幸
石　

具
師
洛
陽
中
尾
浄
阿
弥
紹
弥
修
補
畢
則
紹
弥
一
首
詠
六
乃
字
於
深
久
誠
仁
願
以
奈
波

　
　
　

　

穢
土
毛
浄
土
毛
倶
仁
常
楽

修
理
銘
⑪

六
道
之
繪
像
十
五
幅
之
内
山
門
坂
本

　
　
　

来
迎
寺
什
寶
也

于
時
天
和
三
年
十
月
十
日
修
覆
畢

修
理
銘
⑫

六
道
之
繪
像
拾
五
幅
之
内
山
門
坂
本

　
　
　

来
迎
寺
什
寶
也

修
理
銘
⑬

六
道
界
之
繪
像
十
五
幅
之
内
山
門
東
坂
本

　
　
　
　

紫
雲
山
来
迎
寺
什
寶
也

修
理
銘
⑭

六
道
之
繪
像
十
五
幅
之
内
山
門
東
坂
本

　
　
　
　

紫
雲
山
来
迎
寺
霊
寶
也

与
次
郎　

助
修
之
人
与
法
名
惠
舜
敬　

　

白

修
理
銘
⑤

天
文
七
年
七
月
十
一
日
修
覆
之
願
人
三
光
坊
暹
俊

　

六
道
之
繪
像
拾
五
幅
之
内
叡
山
横
川
霊
山
院
之
什
寶
也

修
理
銘
⑥

永
禄
九
年
三
月
十
二
日
修
復
之
願
主
来
迎
寺
真
雄
上
人
施
主
聖
真
子
宮
仕
寶
光
敬　

　

白

修
理
銘
⑦

寛
永
八
年
六
月
四
日
修
覆
之
御
表
具
師
古
右
菴
願
主
来
迎
寺
住
寺
利
曵
和
上
敬　

　

白

　

ゆ
く
す
へ
を
こ
し
か
た
程
に
お
も
へ
と
も

　
　

程
も
あ
ら
し
な
程
も
な
か
ら
し　

お
か
め　

年
五
十
四
ニ
成
ル
者
也

修
理
銘
⑧

六
道
之
絵
像
十
五
幅
之
内
山
門
東
坂
本

　
　
　
　

来
迎
寺
什
寶
也

天
和
三
年
八
月
廿
三
日
始
十
月
十
日
奉
修
覆
仕
終
畢

修
理
銘
⑨

此
繪
像
之
由
来
圓
融
院
法
皇
往
生
要
集
睿
覧
有
而
深
含
厭
欣
之
志
故
皇
后
宮
内
諸

女
勧
化
雖
然
蒙
昧
未
被
冥
之
故
法
皇
特
加
慈
愍
命
金
崗
穢
土
悪
相

浄
土
善
相
令
圖
畫
処
卅
幅
也
内
十
五
幅
不
知
其
所
在
今
六
道
界
之
圖
十
五
幅
山
門

東
坂
本
来
迎
寺
為
什
物
耳
此
時
表
具
願
主
来
迎
寺
住
持
曵
智
和
上

于
時
天
和
三
癸　

　

亥
年
八
月
廿
三
日
初
十
月
十
日
終　

表
具
師
洛
陽
中
尾
浄
阿
弥
紹

弥
修
補
畢
則
紹
弥
一
首
詠
六
乃
字
於
深
久
誠
仁
願
以
奈
波

　
　
　

穢
土
毛
浄
土
毛
倶
仁
常
楽

修
理
銘
⑩

此
繪
像
之
由
来
圓
融
院
法
皇
往
生
要
集
叡
覧
有
而
深
含
厭
欣
之
志
故
皇
后
宮
内
諸

女
勧
化
雖
然
蒙
昧
未
被
冥
之
故
法
皇
特
加
慈
愍
命
金
崗
穢
土
悪
相

浄
土
善
相
令
圖
畫
処
卅
幅
也
内
十
五
幅
不
知
其
所
在
今
六
道
界
之
圖
十
五
幅
山
門

東
麓
来
迎
寺
為
什
物
耳

于
時
天
和
三
癸　

　

亥
暦
八
月
廿
三
日
初
十
月
十
日
終
願
主
来
迎
寺
住
持
曵
智
和
上
表

⑥

⑦

〈
技
法
と
表
現
〉　

六
道
絵
の
作
風
と
絵
師
の
分
類

て
普
及
し
た
当
麻
曼
荼
羅
諸
本
で
は
、
中
央
部
の
極
楽
浄
土
の
天
空
は
し
ば
し
ば
金
色

に
表
わ
さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
白
色
（
ま
た
は
銀
）・
青
色
（
ま
た
は
藍
）
の
二
層

の
帯
が
画
面
上
端
に
加
え
ら
れ
る
。
鎌
倉
時
代
半
ば
頃
の
清
凉
寺
本
お
よ
び
香
雪
美
術

館
本
「
二
河
白
道
図
」、
鎌
倉
後
半
の
金
戒
光
明
寺
本
「
地
獄
極
楽
図
屛
風
」〔
挿
図

〕

な
ど
で
も
、
画
面
上
端
は
青
と
白
（
雲
母
）
の
二
層
の
帯
と
す
る
。
聖
護
院
本
「
熊
野

曼
荼
羅
図
」、
栗
棘
庵
本
「
八
幡
宮
曼
荼
羅
図
」
な
ど
、
垂
迹
画
で
も
同
様
の
語
法
が

用
い
ら
れ
る
ほ
か
、
久
遠
寺
本
や
常
楽
寺
本
「
釈
迦
八
相
図
」
と
い
っ
た
鎌
倉
時
代
の

仏
伝
図
、
耕
三
寺
本
や
自
性
院
・
安
養
院
本
「
仏
涅
槃
図
」
な
ど
の
仏
伝
関
係
の
絵
画
、

本
土
寺
本
「
観
音
経
絵
」
な
ど
の
変
相
図
な
ど
、
広
い
分
野
で
類
例
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

こ
う
し
た
天
空
表
現
の
起
源
と
形
成
過
程
を
に
わ
か
に
解
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
あ
る
程
度
の
見
通
し
を
概
略
し
て
お
こ
う
。
鎌
倉
時
代
制
作
の
当
麻
曼
荼
羅
諸
本

に
こ
の
表
現
が
あ
る
こ
と
は
、
八
世
紀
制
作
の
原
本
に
す
で
に
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、

ま
た
原
本
は
唐
画
の
強
い
影
響
下
で
制
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
起
原
は
中
国

画
に
あ
る
と
容
易
に
想
定
で
き
る
。
た
と
え
ば
敦
煌
莫
高
窟
第
二
一
七
壁
北
壁
の
「
観

経
変
相
」
中
台
部
（
初
唐
）〔
挿
図

〕、
三
二
〇
窟
南
壁
「
阿
弥
陀
浄
土
変
」・
一
七
二

窟
南
壁
「
観
経
変
相
」
中
台
部
（
盛
唐
）
な
ど
の
天
空
上
端
に
は
青
緑
色
の
ぼ
か
し
と

そ
の
下
の
白
色
と
思
わ
れ
る
空
間
の
設
定
が
す
で
に
認
め
ら
れ
る
。
や
や
降
っ
た
敦
煌

出
土
の
「
観
世
音
菩
薩
像
」（
九
七
二
年
銘
、
大
英
博
物
館
）
背
景
空
間
で
も
、
稚
拙
な
描

写
な
が
ら
、
青
緑
色
帯
と
そ
の
下
の
白
色
帯
が
輪
郭
線
は
な
い
な
が
ら
、
図
式
的
に
表

さ
れ
て
い
る）

（

。
い
っ
ぽ
う
日
本
絵
画
で
は
、
東
寺
旧
蔵
「
山
水
屛
風
」（
十
一
世
紀
、
京

都
国
立
博
物
館
）
に
や
は
り
青
緑
系
の
ぼ
か
し
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
、
鳳
凰
堂
扉
絵
「
九

品
往
生
図
」（
一
〇
五
三
年
）
も
各
画
面
上
端
に
青
緑
系
ぼ
か
し
、
そ
の
下
に
白
色
部
が

設
け
ら
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
ご
と
く
で
あ
る
。
当
初
の
彩
色
が
不
明
な
た
め
状
況
判

　
『
西
域
美
術
　

大
英
博
物
館
ス
タ
イ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

敦

煌
絵
画
Ⅱ
』（
講
談
社
、
一
九
八
二
年
）、

図
。

　

た
と
え
ば
「
人
道
苦
相
Ⅱ
」
の
天
空
帯
で
は
群
青
の
粒
子
が
認
め

ら
れ
る
。

　

鎌
倉
仏
画
諸
例
で
は
こ
の
天
空
帯
は
二
重
に
な
っ
て
お
り
、
最
上

層
の
藍
色
の
下
に
白
色
ま
た
は
銀
色
の
帯
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
わ
れ
わ
れ
が
空
を

眺
め
た
と
き
に
観
察
さ
れ
る
雲
の
層
と
、
そ
の
上
に
ひ
ろ
が
る
蒼

穹
と
を
、
こ
の
二
層
で
表
現
し
た
も
の
と
想
像
す
る
。
本
連
作
の

場
合
、
こ
こ
に
挙
げ
た
諸
図
で
は
藍
色
帯
は
明
瞭
な
の
だ
が
、
そ

の
下
の
層
に
現
在
は
彩
色
が
脱
落
し
て
い
る
も
の
の
そ
う
い
っ
た

帯
状
の
表
現
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
白
色
帯
の
有
無
は

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

な
お
「
人
道
苦
相
Ⅱ
」
で
は
上
端
に
絹
の
乱
れ
が
あ
る
ほ
か
、
火

災
の
黒
煙
と
ま
ぎ
れ
る
天
空
表
現
と
な
っ
て
い
る
の
で
わ
か
り
に

く
い
が
、
や
は
り
輪
郭
の
明
快
な
藍
色
（
群
青
）
の
帯
が
設
け
ら

挿図 　十界図　地蔵幅（下部分）　京都、禅林寺

挿図 　北野天神縁起　巻 　京都、北野天満宮

挿図 　地獄極楽図屛風　右隻　京都、金戒光明寺

⑤

〈
全
場
面
解
説
〉　

．
阿
修
羅
道
幅

　

古
来
、
様
々
に
造
形
化
さ
れ
て
き
た
阿
修
羅
の
図
様
の
伝
統
を

引
き
つ
つ
、『
往
生
要
集
』
の
簡
略
な
記
述
を
越
え
て
、『
正
法
念

処
経
』
の
具
体
的
記
述
を
も
と
に
し
て
、
阿
修
羅
軍
勢
を
率
い
る

王
た
ち
は
、
か
く
の
ご
と
く
描
か
れ
て
い
る
。

7
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帝
釈
天

　

古
代
イ
ン
ド
神
話
に
登
場
す
る
イ
ン
ド
ラ
神
は
仏
教
に
と
り
い

れ
ら
れ
て
、
帝
釈
天
と
な
っ
た
。
そ
の
造
形
は
イ
ン
ド
・
中
国
・

朝
鮮
半
島
の
遺
品
に
辿
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
と
く
に
わ
が
国
に

お
い
て
は
甲
冑
の
上
に
長
袖
の
中
国
風
の
衣
を
着
け
た
立
像
を

も
っ
て
示
さ
れ
る
作
品
（
顕
教
系
）
と
、
甲
冑
を
着
け
白
象
の
上

に
座
す
作
品
（
密
教
系
）
と
に
大
別
さ
れ
る
。
密
教
系
の
代
表
的

な
遺
品
と
し
て
彫
刻
で
は
東
寺
講
堂
像
、
絵
画
で
は
西
大
寺
十
二

天
画
像
の
う
ち
の
一
幅
が
あ
る
。
ど
ち
ら
も
平
安
前
期
作
で
あ
り
、

こ
れ
に
続
く
平
安
後
期
〜
鎌
倉
時
代
の
作
例
も
少
な
く
な
い
（
関

根
俊
一
『
梵
天
・
帝
釈
天
像
』
至
文
堂
、
一
九
九
七
年
）。

　

本
幅
に
描
か
れ
た
帝
釈
天
も
白
象
の
上
に
座
し
て
い
る
。
朱
蓮

華
の
付
い
た
宝
冠
を
戴
き
、
甲
冑
に
身
を
包
み
、
束
が
三
鈷
杵
の

か
た
ち
に
な
っ
た
剣
を
右
手
に
持
し
て
い
る
。
目
鼻
立
ち
が
く
っ

き
り
と
し
て
お
り
、
全
身
に
気
品
が
漂
う
。

　
『
往
生
要
集
』
は
阿
修
羅
軍
勢
と
闘
う
帝
釈
天
の
様
相
に
つ
い

て
説
く
と
こ
ろ
は
な
に
も
な
い
。『
正
法
念
処
経
』
巻
二
十
一
は

そ
れ
に
つ
い
て
詳
し
く
説
く
。
た
と
え
ば
同
経
に
よ
れ
ば
、
帝
釈

天
の
乗
る
白
象
は
名
を
伊い

羅ら

婆ば

那な

と
い
う
。
そ
し
て
「
時
に
伊
羅

婆
那
は
卽
時
に
鼻
を
も
っ
て
阿
修
羅
を
捉
へ
、
虚
空
中
に
於
て
廻め

施ぐ

り
て
こ
れ
を
轉
ず
る
こ
と
人
の
鈴
を
弄
ぶ
が
如
く
」
で
あ
っ
た

と
説
く
。
ま
さ
し
く
本
幅
に
は
、
こ
の
説
明
ど
お
り
に
帝
釈
天
の

乗
る
白
象
が
鼻
で
阿
修
羅
軍
勢
の
一
人
を
捉
ま
え
て
振
り
回
す
と

こ
ろ
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
本
幅
を
描
い
た
絵
師
は
『
正
法
念
処

経
』
を
丹
念
に
読
み
、
そ
れ
を
念
頭
に
お
い
て
作
画
に
当
た
っ
た

の
だ
ろ
う
。

　
「
根
本
縁
起
」
巻
八
に
て
阿
修
羅
と
闘
う
帝
釈
天
は
、
甲
冑
を

着
け
地
上
に
立
つ
姿
で
描
か
れ
る
。
白
象
は
い
な
い
。
彼
の
左
手

は
人
差
し
指
と
中
指
を
立
て
た
（
羅
刹
天
の
印
相
と
似
る
）
特
異

な
印
を
結
ぶ
。
極
楽
寺
本
「
六
道
絵
」
左
幅
に
描
か
れ
た
帝
釈
天

も
、
こ
れ
と
同
じ
印
を
結
ん
で
い
る
。
そ
の
姿
勢
も
ま
た
「
根
本

縁
起
」
と
同
様
の
立
ち
姿
で
あ
る
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
極
楽
寺

本
の
帝
釈
天
は
地
上
で
は
な
く
、
白
象
の
上
に
立
っ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
先
行
す
る
「
根
本
縁
起
」
と
聖
衆
来
迎
寺
本
と
が
混
交

し
た
よ
う
な
、
特
異
な
イ
メ
ー
ジ
を
極
楽
寺
本
は
採
用
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
象
上
に
直
立
す
る
帝
釈
天
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
光
明
真

言
功
徳
絵
」
巻
中
に
唯
一
継
承
さ
れ
て
い
く
。
し
か
し
禅
林
寺
本

「
十
界
図
」
阿
弥
陀
幅
や
当
麻
寺
奥
院
本
「
十
界
図
屛
風
」
さ
ら

に
室
町
時
代
以
降
の
六
道
絵
に
は
二
本
指
を
立
て
た
帝
釈
天
も
騎

象
の
帝
釈
天
も
ど
ち
ら
の
姿
も
引
き
継
が
れ
て
い
か
な
い
。
近
世

の
熊
野
観
心
十
界
図
に
至
っ
て
は
、
阿
修
羅
道
の
状
景
は
人
間
界

に
お
け
る
武
者
の
戦
争
の
ご
と
く
示
さ
れ
、
そ
こ
が
阿
修
羅
と
帝

釈
天
と
の
闘
争
の
場
で
あ
る
こ
と
さ
え
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

　

聖
衆
来
迎
寺
本
に
み
ら
れ
る
優
美
な
帝
釈
天
、
勇
猛
な
伊
羅
婆

那
、
彼
ら
を
主
役
に
据
え
た
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
阿
修
羅
と
の
戦
闘

劇
は
、
わ
が
国
説
話
画
の
歴
史
上
ほ
ん
の
短
期
間
の
み
現
れ
、
そ

し
て
消
え
て
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

7
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双
方
の
軍
勢

　

帝
釈
天
が
率
い
る
軍
勢
に
つ
い
て
『
正
法
念
処
経
』
は
そ
の
中

核
と
し
て
働
く
者
に
四
天
王
の
名
を
挙
げ
る
。
本
幅
に
描
か
れ
た

帝
釈
天
軍
勢
が
ほ
ぼ
全
員
甲
冑
に
身
を
包
ん
だ
重
装
備
を
し
て
い

る
の
は
、
四
天
王
の
イ
メ
ー
ジ
が
投
影
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
阿
修
羅
軍
勢
は
い
ず
れ
も
軽
装
だ
。
軍
を
指

揮
す
る
阿
修
羅
王
か
ら
し
て
四
人
中
三
人
ま
で
が
上
半
身
裸
で

あ
り
、
軍
勢
の
大
半
も
裸
も
し
く
は
素
肌
に
甲
冑
を
着
け
る
の

み
。
そ
の
い
で
た
ち
で
戦
い
を
挑
む
彼
等
の
勇
気
は
か
う
に
し
て

も
、
実
質
的
な
装
備
面
に
お
い
て
阿
修
羅
軍
勢
は
帝
釈
天
軍
勢
に

明
ら
か
に
劣
っ
て
い
る
。

　

劣
っ
て
い
る
の
は
装
備
だ
け
で
は
な
い
。
ギ
ョ
ロ
目
で
丸
鼻
、

ザ
ン
バ
ラ
髪
か
あ
る
い
は
禿
頭
、
容
姿
に
お
い
て
も
阿
修
羅
軍
勢

は
ク
ー
ル
な
帝
釈
天
軍
勢
に
遠
く
及
ば
な
い
。

-
①　

羅
睺
阿
修
羅
王
（
左
上
）、

-
②　

鉢
呵
婆
阿
修
羅
王
（
右
下
）　

-
④　

華
鬘
阿
修
羅
王　

-
⑧　

勇
健
阿
修
羅
王　

④

〈
参
考
図
版
〉
模
本
「
六
道
絵
」　

　

閻
魔
王
庁
幅
（
裏
書
「
第
一　

閻
魔
社
図
」）

左
獄
司
ト
申
テ
罪
軽
重
沙
汰
役
人
也

右
令
神
申
三
千
界
衆
生
業
果

沙
汰
役
人
也

右
黒
闇
天
女
幢
左
太
山
府
君
幢

一
名
光
明
院

二
名
善
名
称
院
於
中
殿
裏
大
鏡
台

左
神
記
悪
形
如
羅
刹

左
右
有
檀
荼
幢
上
安
人
頭
形
人
能
見
人
界
如
見
掌
中
掩
羅
果

二
人
宮
人
左
司
命
申
炎
魔
王
侍
者

三
千
大
千
世
界
衆
生
寿
命
長
短
計

右
候
司
申
地
獄
宮
領
也

③



．
人
道
苦
相
Ⅱ
幅

　

四
苦
八
苦
の
八
苦
と
は
、
生
老
病
死
苦
に
「
愛あ

い

別べ
つ

離り

苦く

」「
怨お

ん

憎ぞ
う

会え

苦く

」「
求ぐ

不ふ

得と
つ

苦く

」「
五ご

じ
ょ
う盛

陰お
ん

苦く

」
を
加
え
て
八
と
し
た
も
の
。
本
幅
に
は
後
半
の
四
苦
が
描

か
れ
る
。『
往
生
要
集
』
大
文
第
一
「
厭
離
穢
土
」
に
は
こ
れ
に
関
す
る
記
述
は

な
く
「
人
道
苦
相
Ⅰ
幅
」
同
様
、
こ
こ
で
も
『
往
生
要
集
』
の
記
述
以
上
に
、
人

間
世
界
の
苦
し
み
を
具
体
的
に
描
き
出
し
て
い
る
。

色
紙
形

て
し
ま
う
こ
と
。
こ
れ
ら
が
す
な
わ
ち
苦
相
で
あ
る
」
と
読
み
解
か
れ
る
。

画
面
内
容

　

画
面
下
か
ら
上
に
向
か
っ
て
見
て
い
く
。
最
下
部
で
は
、
愛
別
離
苦
が
複
数
の

場
面
で
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
世
に
お
い
て
愛
す
る
者
と
必
ず
別
れ
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
苦
し
み
。
①
画
面
左
下
に
、
幼
い
子
ど
も
と
の
死
別
の
苦

し
み
を
味
わ
う
男
女
が
い
る
。
亡
骸
に
は
、
そ
の
成
仏
を
願
っ
て
梵
字
を
書
し
た

布
が
懸
け
ら
れ
、
ま
た
足
下
に
は
小
さ
な
子
ど
も
用
の
下
駄
が
揃
え
ら
れ
て
お
り

哀
れ
を
誘
う
。
②
そ
の
右
方
に
は
筵
で
仮
屋
根
を
葺
い
た
粗
末
な
小
屋
で
、
痩
せ

こ
け
た
女
性
が
死
ん
で
い
る
。
敷
物
の
上
に
衣
を
被
せ
ら
れ
て
横
た
わ
る
が
、
胸

部
は
大
き
く
露
出
す
る
。
左
手
の
親
指
と
人
差
し
指
を
合
わ
せ
て
印
を
結
ん
で
お

り
、
枕
辺
の
飲
器
も
含
め
て
、「
人
道
不
浄
相
幅
」
に
描
か
れ
た
高
貴
な
女
性
の

新
死
相
の
イ
メ
ー
ジ
が
交
差
す
る
。
死
に
ま
つ
わ
る
実
際
の
儀
礼
や
習
慣
が
こ
れ

ら
の
場
面
に
は
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
乳
飲
み
子
が
亡
骸
と
な
っ
た
母

の
乳
を
ま
さ
ぐ
り
、
こ
れ
が
母
子
の
死
別
の
苦
し
み
を
表
し
た
場
面
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。
傍
ら
に
数
珠
を
手
に
し
た
尼
が
た
た
ず
み
、
烏
や
野
犬
（
画
絹
が

切
り
つ
め
ら
れ
て
い
る
た
め
に
姿
半
分
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
模
本
に
よ
っ

て
全
身
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
が
屍
肉
を
窺
っ
て
い
る
。
霞
を
隔
て
て
上
の

場
面
で
は
、
③
屋
内
で
最
愛
の
妻
と
の
死
別
に
慟
哭
す
る
男
性
が
い
る
。
ま
た
そ

の
上
方
で
は
、
④
甲
冑
に
身
を
固
め
た
男
性
が
家
族
と
別
れ
戦
場
に
赴
く
。
御
簾

の
奥
で
泣
き
崩
れ
る
妻
、
御
簾
を
跳
ね
上
げ
追
い
す
が
る
幼
い
息
子
と
視
線
を
交

わ
し
な
が
ら
も
、
左
手
は
既
に
手
綱
に
懸
け
る
男
、
馬
の
口
を
と
り
轡く

つ
わを

押
さ
え

る
二
人
の
侍
者
の
緊
迫
し
た
動
き
を
含
め
全
て
が
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
、

生
き
な
が
ら
に
し
て
愛
す
る
者
達
と
別
れ
る
者
の
苦
し
み
を
鮮
や
か
に
切
り
取
る
。

画
面
左
方
、
館
の
門
外
に
は
す
で
に
出
陣
の
準
備
を
整
え
た
一
団
が
お
り
、
霞
を

隔
て
て
す
ぐ
上
に
描
か
れ
る
合
戦
場
面
へ
と
展
開
し
て
い
く
。
⑤
怨
憎
会
苦
。
憎

み
合
う
宿
敵
同
士
が
現
世
で
出
逢
い
闘
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
苦
し
み
。
川
を

挟
ん
で
相
対
す
る
軍
勢
の
合
戦
場
面
。
右
方
か
ら
は
赤
旗
の
軍
が
攻
め
上
り
、
渡

河
し
て
対
岸
の
砦
を
攻
め
お
と
そ
う
と
奮
戦
す
る
。
対
す
る
白
旗
の
軍
は
土
塁
や

柵
で
守
り
を
固
め
両
者
が
激
し
く
激
突
す
る
。
使
用
す
る
両
軍
の
楯
に
は
洲
浜
と

亀
甲
の
紋
所
が
確
認
で
き
る
が
、
特
定
の
家
や
戦
の
指
標
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
甲
冑
・
武
具
・
馬
具
の
詳
細
か
つ
正
確
な
表
現
、
残
虐
な
殺
戮

場
面
も
含
め
て
微
に
入
り
細
を
穿
つ
戦
闘
の
情
景
は
、
実
際
の
戦
場
を
彷
彿
と
さ

せ
る
に
十
分
な
迫
真
性
を
備
え
て
い
る
。
⑥
求
不
得
苦
。
欲
し
い
物
を
求
め
て
も

手
に
入
ら
な
い
苦
し
み
。
画
面
に
描
か
れ
る
の
は
柱
が
傾
き
壁
が
破
れ
今
に
も
崩

れ
落
ち
そ
う
な
あ
ば
ら
屋
と
そ
こ
に
住
む
貧
し
い
一
家
。
台
所
の
竈
の
火
は
絶
え

て
久
し
く
食
べ
る
物
は
な
い
。
母
親
と
年
長
ら
し
き
子
ど
も
が
身
に
着
け
る
の
は

ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
着
衣
、
小
さ
な
子
ど
も
は
裸
で
泣
い
て
い
る
。
隣
の
部
屋
で
は
父
親

が
為
す
術
も
な
く
神
仏
に
祈
っ
て
い
る
。
本
幅
他
の
場
面
に
比
べ
て
簡
略
な
表
現

で
は
あ
る
が
、
色
紙
形
の
題
辞
に
あ
る
、
衣
食
住
の
困
窮
が
実
に
的
確
に
表
さ
れ

て
い
る
。
ぼ
ろ
を
ま
と
っ
た
男
性
が
、
少
々
の
食
物
ら
し
き
物
を
手
に
こ
の
家
に

向
か
っ
て
い
る
。
歯
の
欠
け
た
下
駄
、
走
り
回
る
犬
、
子
を
背
負
っ
て
若
菜
摘
み

を
す
る
女
性
の
姿
が
、
下
層
の
人
々
の
慎
ま
し
い
暮
ら
し
の
一
場
面
を
活
き
活
き

と
伝
え
る
。
⑦
五
盛
陰
苦
。
突
然
の
厄
災
に
見
舞
わ
れ
苦
し
み
を
受
け
る
。
画
面

左
方
の
大
き
な
屋
敷
か
ら
火
の
手
が
あ
が
り
、
近
隣
の
家
屋
に
も
広
が
り
は
じ
め

て
い
る
。
逃
げ
ま
ど
い
慌
て
ふ
た
め
く
人
々
、
類
焼
を
防
ご
う
と
奮
闘
す
る
上
半

身
裸
の
男
た
ち
、
家
財
を
運
び
出
そ
う
と
す
る
人
々
、
我
が
子
を
背
中
と
右
腕
に

抱
え
さ
ら
に
頭
上
に
大
き
な
荷
物
を
の
せ
て
走
る
母
親
、
中
に
は
火
事
場
泥
棒
を

働
く
輩
も
お
り
抜
刀
し
た
男
に
追
わ
れ
て
い
る
。
慌
て
ふ
た
め
く
大
人
を
尻
目
に

我
関
せ
ず
盆
に
乗
せ
た
石
で
遊
ぶ
子
ど
も
、
男
に
背
負
わ
れ
て
避
難
す
る
若
い
女

性
は
深
窓
の
姫
君
で
あ
ろ
う
か
。
突
然
の
災
害
を
描
く
こ
の
場
面
は
、
そ
れ
で
い

て
、
貴
賤
聖
俗
の
老
若
男
女
が
入
り
乱
れ
、
鍋
・
釜
・
五
徳
・
筵
・
念
持
仏
な
ど

の
道
具
類
が
手
に
手
に
運
ば
れ
、
日
常
生
活
の
一
断
面
が
活
写
さ
れ
た
躍
動
感
に

も
満
ち
て
い
る
。

　

本
幅
に
は
、
人
間
に
と
っ
て
普
遍
的
な
苦
難
で
あ
る
、
死
別
・
戦
争
・
飢
餓
・

災
害
が
非
常
な
迫
真
性
を
持
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
。

　

色
紙
形
は
、
画
絹
最
上
部
の
右
端
に
淡
墨
線
で
区
画
、
素
地
の
ま
ま
と
す
る
。

三
行
目
、「
害
」
の
文
字
の
部
分
に
植
物
ら
し
き
金
泥
の
地
紋
が
確
認
さ
れ
る
。

題
辞
の
出
典
は
定
か
で
な
く
文
意
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
概
略
「
愛
別

離
苦
と
は
盲
目
的
な
愛
情
に
よ
っ
て
別
離
を
悲
し
む
こ
と
。
怨
憎
会
苦
は
、
宿
敵

と
遭
遇
し
怨
念
や
敵
愾
心
を
懐
く
こ
と
。
求
不
得
苦
は
、
食
に
満
た
さ
れ
ず
、
衣

は
皮
膚
を
覆
う
の
に
十
分
で
な
く
、
風
雨
に
家
を
侵
さ
れ
、
燈
燭
に
は
十
分
な
光

が
な
い
こ
と
。
五
盛
陰
苦
は
、
火
災
や
盗
賊
な
ど
思
い
も
し
な
い
災
害
に
遭
遇
し

．
人
道
苦
相
Ⅱ
幅

愛
別
離
苦
者
依
癡
愛
非
悲
別

離
怨
増マ

マ

會
苦
者

宿
悪
申
現

悪
成
怨
念
懐
害
心
求
不
得
苦

者
食
不
滿
口
衣
不
隠
膚
風
雨

侵
家
燈
燭
苦
光
五
盛
陰
苦
者
或
遇
火

災
或
逢
盗
賊
慮
外
細
苦
即
此
苦
相

①

⑤

⑥

⑦

②

④

③

図
版
六
道
絵

1
．等
活
地
獄
幅　
　

2
．黒
縄
地
獄
幅　
　

3
．衆
合
地
獄
幅　
　

4
．阿
鼻
地
獄
幅

5
．餓
鬼
道
幅　
　

6
．畜
生
道
幅　
　

7
．阿
修
羅
道
幅　
　

8
．人
道
不
浄
相
幅

9
．人
道
苦
相
Ⅰ
幅　
　

10
．人
道
苦
相
Ⅱ
幅　
　

11
．人
道
無
常
相
幅　
　

12
．天
道
幅

13
．譬
喩
経
所
説
念
仏
功
徳
幅　
14
．優
婆
塞
戒
経
所
説
念
仏
功
徳
幅　
15
．閻
魔
王
庁
幅

色
紙
形
写
真　
絹
目
拡
大
写
真

〈
参
考
図
版
〉
模
本
「
六
道
絵
」

〈
参
考
図
版
〉
フ
リ
ー
ア
美
術
館
所
蔵
「
畜
生
道
幅
」・「
天
道
幅
」

論　
　
考

〈
伝
来
と
研
究
史
〉
国
宝
「
六
道
絵
」
の
修
復
と
移
動 

山
本
聡
美　

〈
技
法
と
表
現
〉
六
道
絵
の
作
風
と
絵
師
の
分
類 

泉　

武
夫　

〈
図
様
と
位
置
づ
け
〉
往
生
要
集
絵
の
成
立
と
展
開 

加
須
屋
誠　

全
場
面
解
説 

加
須
屋
誠　

資　
　
料

1
．『
六
道
絵
旧
軸
木
修
理
銘
』　　
2
．『
六
道
繪
像
修
覆
記
』　　
3
．『
六
道
繪
相
畧
縁
起
』

4
．『
来
迎
寺
要
書
』　　
5
．『
来
迎
寺
年
代
記
』　　
6
．『
往
生
要
集
』　　
7
．『
仏
説
地
蔵

菩
薩
発
心
因
縁
十
王
経
』　　
8
．『
摩
訶
止
観
』　　
9
．『
二
水
記
』　　
10
．『
古
画
備
考
』

11
．『
考
古
画
譜
』　　
12
．『
四
明
餘
霞
』　　
13
．『
史
学
普
及
雑
誌
』

文
献
目
録

〈
英
文
概
説
〉

T
he Six R

ealm
s P

aintings in Shōjuraigōji T
em

ple: A
n Introduction

 
Y

ukio L
ippit 　

〈
仏
文
概
説
〉

A
 propos des Im

ages des Six D
estinées (R

okudō-e) du tem
ple Shōjuraigōji:

　

U
ne introduction

 
L

aure Schw
artz-A

renales 　

目　　次

聖
衆
来
迎
寺
本
・
国
宝
六
道
絵
（
十
五
幅
）

　
現
在
、滋
賀
県
聖
衆
来
迎
寺
（
天
台
宗
）
に
所
蔵
さ
れ
る
国
宝
「
六
道
絵
」

は
、
恵
心
僧
都
源
信
が
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
に
著
し
た
『
往
生
要
集
』

を
主
な
典
拠
と
し
、
六
道
（
十
二
幅
）
と
念
仏
功
徳
の
説
話
（
二
幅
）
そ

し
て
閻
魔
王
庁
（
一
幅
）
が
表
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
幅
も
縦
一
五
五・

五
㎝×

横
六
八・〇
㎝
で
、
大
画
面
に
よ
る
全
十
五
幅
の
構
成
は
圧
巻
。
制

作
時
期
に
関
し
て
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
十
三
世
紀
の
い
ず
れ
か
の
時

期
と
目
さ
れ
て
き
た
が
、
や
ま
と
絵
と
宋
画
の
要
素
が
渾
然
と
融
合
し
た

描
法
、
ま
た
は
十
五
幅
一
具
の
大
画
面
六
道
絵
と
い
う
構
成
と
画
面
内
容

に
お
い
て
比
較
作
例
に
と
ぼ
し
く
、
未
だ
定
説
を
み
な
い
。
本
書
で
は
、

後
掲
の
伝
来
・
図
様
・
様
式
に
関
す
る
論
考
を
通
じ
、
制
作
時
期
に
関
し

て
は
十
三
世
紀
後
半
と
位
置
付
け
た
。

六
道
と
『
往
生
要
集
』

　
六
道
と
は
、衆
生
が
輪
廻
転
生
を
く
り
返
す「
地
獄
」「
餓
鬼
」「
畜
生
」「
阿

修
羅
」「
人
」「
天
」
の
六
つ
の
世
界
。
末
法
思
想
、
無
常
観
が
強
ま
っ
た

一
〇
世
紀
、
恵
心
僧
都
源
信
（
九
四
二
〜
一
〇
一
七
）
が
極
楽
浄
土
信
仰

を
鼓
舞
す
る
目
的
で
、
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
に
様
々
な
経
論
よ
り
撰
述

し
た
教
学
書
『
往
生
要
集
』
を
著
し
た
。
平
安
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て

広
く
読
ま
れ
、
信
仰
上
だ
け
で
な
く
、
文
学
・
美
術
の
う
え
に
も
影
響
を

与
え
た
。
源
信
は
こ
の
忌
む
べ
き
世
界
を
解
脱
し
、
浄
土
へ
と
転
生
す
る

こ
と
を
勧
め
て
い
る
。

　
こ
こ
に
挙
げ
た
人
道
不
浄
相
幅
（
中
央
部
分
）
画
面
で
は
、
死
屍
の
不

浄
の
み
が
九
相
図
の
表
現
で
描
か
れ
て
い
る
。
九
相
図
と
は
欲
心
を
断
つ

た
め
に
、
朽
ち
ゆ
く
死
屍
を
九
つ
の
段
階
に
分
け
て
観
相
す
る
九
相
観
に

基
づ
く
図
像
で
あ
る
。『
往
生
要
集
』
に
お
け
る
該
当
箇
所
の
記
述
は
簡

略
で
、本
幅
に
描
か
れ
る
の
は
、同
書
が
出
典
と
し
て
あ
げ
る
『
摩
訶
止
観
』

の
説
く
「
不
壊
法
の
九
相
観
」
に
則
っ
た
表
現
で
あ
る
。

『
国
宝
六
道
絵
』
組
見
本

　
国
宝
の
細
部
ま
で
見
え
る
よ
う
に
、
高
精
細
に
刷
り
上
げ

た
。
精
緻
に
描
き
込
ま
れ
た
国
宝
全
十
五
幅
を
大
判
カ

ラ
ー
で
参
照
で
き
る
の
は
、
本
書
が
本
邦
初
と
な
る
。

①﹇
図
版
六
道
絵
﹈
本
作
の
全
図
に
は
見
開
き
で
解
説
を
読

め
る
よ
う
に
配
置
、
さ
ら
に
ト
レ
ー
ス
図
を
付
し
た
。

②﹇
図
版
六
道
絵
﹈
各
幅
主
要
な
図
様
の
部
分
図
を
掲
載
、

英
文
で
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
も
付
し
た
。

③﹇
図
版
六
道
絵
﹈
江
戸
期
模
本
に
は
、
図
中
に
記
さ
れ
た

短
冊
形
の
文
言
を
欄
外
に
翻
刻
し
た
。

④﹇
全
場
面
解
説
﹈
各
幅
そ
れ
ぞ
れ
を
百
三
十
の
場
面
に
分

け
、
解
説
と
該
当
部
分
の
図
版
を
掲
載
。

⑤﹇
論
考
﹈
詳
細
な
註
を
付
し
、
資
料
図
版
を
掲
載
し
内

容
の
充
実
を
図
っ
た
。

⑥﹇
資
料
﹈
本
作
品
に
関
連
す
る
一
次
資
料
を
収
集
、
原

典
に
忠
実
に
復
刻
し
た
。

⑦﹇
英
文
概
説
・
仏
文
概
説
﹈
本
書
の
要
約
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
本
作
品
を
広
く
世
界
へ
紹
介
す
る
ひ
と
つ
の
独

立
し
た
論
考
で
も
あ
る
。

　

（ ）

　　　

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

五衰の相が現れた天人

「雑
ぞう

林
りん

苑
おん

」で管弦や舞楽を楽しむ天人

．
天　

道　

幅

①
②

〈
資　
　

料
〉　

．『
六
道
絵
旧
軸
木
修
理
銘
』

．『
六
道
絵
旧
軸
木
修
理
銘
』

　

国
宝
「
六
道
絵
」
旧
軸
木
十
四
本
に
記
さ
れ
た
、
正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
か

ら
天
和
三
年
（
一
六
八
二
）
に
か
け
て
八
回
の
修
復
銘
。
こ
れ
ら
の
軸
木
は
、
天

和
三
年
（
一
六
八
三
）
の
修
復
に
際
し
て
新
調
さ
れ
て
お
り
、
銘
文
も
こ
の
時
に

転
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
歴
代
の
修
復
銘
を
正
し
く
伝
え
る
と

み
な
し
て
良
い
。
な
お
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
九
月
に
は
、「
六
道
絵
」
附

と
し
て
旧
国
宝
の
追
加
指
定
を
受
け
、
続
く
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
に
は

現
行
の
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
国
宝
指
定
。
聖
衆
来
迎
寺
所
蔵
。

修
理
銘
①

正
和
二
年
九
月
廿
八
日　

修
覆
之

六
道
之
繪
像
拾
五
幅
之
内
叡
山
横
川
霊
山
院
之
霊
寶
也

修
理
銘
②

六
道
之
繪
像
拾
五
幅
叡
山
横
川
霊
山
院
之
霊
寶
也

永
享
三
年
九
月
九
日
於
三
条
冨
小
路
修
覆
之

願
主
欣
求
浄
土
沙
門
忍
阿
弥
敬　

　

白

　

世
の
中
を
う
き
身
に
お
く
る
こ
と
わ
さ
の

　
　

さ
て
も
む
く
わ
ぬ
は
て
そ
か
な
し
き

　
　
　

能
阿
弥
生
年
卅
五
世

修
理
銘
③

六
道
之
繪
像
拾
五
幅
叡
山
横
川
霊
山
院
之
霊
寶
也

文
明
九
年
八
月
日
修
覆
第
三
度　

願
主
首
楞
嚴
霊
山
院

　
　

沙
門
宗
舜

修
理
銘
④

明
應
九
年
五
月
日
於
四
条
町
与
室
町
之
間
修
覆
之
畢
俗
名
廣
田
法
名
豊
真
生
年

五
十
四
歳
友
久
願
主
西
山
三
鈷
寺
門
人
惠
遵

六
道
繪
像
拾
五
幅
台
嶺
首
楞
嚴
院
霊
山
之
霊
寶
也
修
覆
之
施
主
千
代
靍　

幸
石　

具
師
洛
陽
中
尾
浄
阿
弥
紹
弥
修
補
畢
則
紹
弥
一
首
詠
六
乃
字
於
深
久
誠
仁
願
以
奈
波

　
　
　

　

穢
土
毛
浄
土
毛
倶
仁
常
楽

修
理
銘
⑪

六
道
之
繪
像
十
五
幅
之
内
山
門
坂
本

　
　
　

来
迎
寺
什
寶
也

于
時
天
和
三
年
十
月
十
日
修
覆
畢

修
理
銘
⑫

六
道
之
繪
像
拾
五
幅
之
内
山
門
坂
本

　
　
　

来
迎
寺
什
寶
也

修
理
銘
⑬

六
道
界
之
繪
像
十
五
幅
之
内
山
門
東
坂
本

　
　
　
　

紫
雲
山
来
迎
寺
什
寶
也

修
理
銘
⑭

六
道
之
繪
像
十
五
幅
之
内
山
門
東
坂
本

　
　
　
　

紫
雲
山
来
迎
寺
霊
寶
也

与
次
郎　

助
修
之
人
与
法
名
惠
舜
敬　

　

白

修
理
銘
⑤

天
文
七
年
七
月
十
一
日
修
覆
之
願
人
三
光
坊
暹
俊

　

六
道
之
繪
像
拾
五
幅
之
内
叡
山
横
川
霊
山
院
之
什
寶
也

修
理
銘
⑥

永
禄
九
年
三
月
十
二
日
修
復
之
願
主
来
迎
寺
真
雄
上
人
施
主
聖
真
子
宮
仕
寶
光
敬　

　

白

修
理
銘
⑦

寛
永
八
年
六
月
四
日
修
覆
之
御
表
具
師
古
右
菴
願
主
来
迎
寺
住
寺
利
曵
和
上
敬　

　

白

　

ゆ
く
す
へ
を
こ
し
か
た
程
に
お
も
へ
と
も

　
　

程
も
あ
ら
し
な
程
も
な
か
ら
し　

お
か
め　

年
五
十
四
ニ
成
ル
者
也

修
理
銘
⑧

六
道
之
絵
像
十
五
幅
之
内
山
門
東
坂
本

　
　
　
　

来
迎
寺
什
寶
也

天
和
三
年
八
月
廿
三
日
始
十
月
十
日
奉
修
覆
仕
終
畢

修
理
銘
⑨

此
繪
像
之
由
来
圓
融
院
法
皇
往
生
要
集
睿
覧
有
而
深
含
厭
欣
之
志
故
皇
后
宮
内
諸

女
勧
化
雖
然
蒙
昧
未
被
冥
之
故
法
皇
特
加
慈
愍
命
金
崗
穢
土
悪
相

浄
土
善
相
令
圖
畫
処
卅
幅
也
内
十
五
幅
不
知
其
所
在
今
六
道
界
之
圖
十
五
幅
山
門

東
坂
本
来
迎
寺
為
什
物
耳
此
時
表
具
願
主
来
迎
寺
住
持
曵
智
和
上

于
時
天
和
三
癸　

　

亥
年
八
月
廿
三
日
初
十
月
十
日
終　

表
具
師
洛
陽
中
尾
浄
阿
弥
紹

弥
修
補
畢
則
紹
弥
一
首
詠
六
乃
字
於
深
久
誠
仁
願
以
奈
波

　
　
　

穢
土
毛
浄
土
毛
倶
仁
常
楽

修
理
銘
⑩

此
繪
像
之
由
来
圓
融
院
法
皇
往
生
要
集
叡
覧
有
而
深
含
厭
欣
之
志
故
皇
后
宮
内
諸

女
勧
化
雖
然
蒙
昧
未
被
冥
之
故
法
皇
特
加
慈
愍
命
金
崗
穢
土
悪
相

浄
土
善
相
令
圖
畫
処
卅
幅
也
内
十
五
幅
不
知
其
所
在
今
六
道
界
之
圖
十
五
幅
山
門

東
麓
来
迎
寺
為
什
物
耳

于
時
天
和
三
癸　

　

亥
暦
八
月
廿
三
日
初
十
月
十
日
終
願
主
来
迎
寺
住
持
曵
智
和
上
表

⑥

⑦

〈
技
法
と
表
現
〉　

六
道
絵
の
作
風
と
絵
師
の
分
類

て
普
及
し
た
当
麻
曼
荼
羅
諸
本
で
は
、
中
央
部
の
極
楽
浄
土
の
天
空
は
し
ば
し
ば
金
色

に
表
わ
さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
白
色
（
ま
た
は
銀
）・
青
色
（
ま
た
は
藍
）
の
二
層

の
帯
が
画
面
上
端
に
加
え
ら
れ
る
。
鎌
倉
時
代
半
ば
頃
の
清
凉
寺
本
お
よ
び
香
雪
美
術

館
本
「
二
河
白
道
図
」、
鎌
倉
後
半
の
金
戒
光
明
寺
本
「
地
獄
極
楽
図
屛
風
」〔
挿
図

〕

な
ど
で
も
、
画
面
上
端
は
青
と
白
（
雲
母
）
の
二
層
の
帯
と
す
る
。
聖
護
院
本
「
熊
野

曼
荼
羅
図
」、
栗
棘
庵
本
「
八
幡
宮
曼
荼
羅
図
」
な
ど
、
垂
迹
画
で
も
同
様
の
語
法
が

用
い
ら
れ
る
ほ
か
、
久
遠
寺
本
や
常
楽
寺
本
「
釈
迦
八
相
図
」
と
い
っ
た
鎌
倉
時
代
の

仏
伝
図
、
耕
三
寺
本
や
自
性
院
・
安
養
院
本
「
仏
涅
槃
図
」
な
ど
の
仏
伝
関
係
の
絵
画
、

本
土
寺
本
「
観
音
経
絵
」
な
ど
の
変
相
図
な
ど
、
広
い
分
野
で
類
例
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

こ
う
し
た
天
空
表
現
の
起
源
と
形
成
過
程
を
に
わ
か
に
解
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
あ
る
程
度
の
見
通
し
を
概
略
し
て
お
こ
う
。
鎌
倉
時
代
制
作
の
当
麻
曼
荼
羅
諸
本

に
こ
の
表
現
が
あ
る
こ
と
は
、
八
世
紀
制
作
の
原
本
に
す
で
に
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、

ま
た
原
本
は
唐
画
の
強
い
影
響
下
で
制
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
起
原
は
中
国

画
に
あ
る
と
容
易
に
想
定
で
き
る
。
た
と
え
ば
敦
煌
莫
高
窟
第
二
一
七
壁
北
壁
の
「
観

経
変
相
」
中
台
部
（
初
唐
）〔
挿
図

〕、
三
二
〇
窟
南
壁
「
阿
弥
陀
浄
土
変
」・
一
七
二

窟
南
壁
「
観
経
変
相
」
中
台
部
（
盛
唐
）
な
ど
の
天
空
上
端
に
は
青
緑
色
の
ぼ
か
し
と

そ
の
下
の
白
色
と
思
わ
れ
る
空
間
の
設
定
が
す
で
に
認
め
ら
れ
る
。
や
や
降
っ
た
敦
煌

出
土
の
「
観
世
音
菩
薩
像
」（
九
七
二
年
銘
、
大
英
博
物
館
）
背
景
空
間
で
も
、
稚
拙
な
描

写
な
が
ら
、
青
緑
色
帯
と
そ
の
下
の
白
色
帯
が
輪
郭
線
は
な
い
な
が
ら
、
図
式
的
に
表

さ
れ
て
い
る）

（

。
い
っ
ぽ
う
日
本
絵
画
で
は
、
東
寺
旧
蔵
「
山
水
屛
風
」（
十
一
世
紀
、
京

都
国
立
博
物
館
）
に
や
は
り
青
緑
系
の
ぼ
か
し
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
、
鳳
凰
堂
扉
絵
「
九

品
往
生
図
」（
一
〇
五
三
年
）
も
各
画
面
上
端
に
青
緑
系
ぼ
か
し
、
そ
の
下
に
白
色
部
が

設
け
ら
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
ご
と
く
で
あ
る
。
当
初
の
彩
色
が
不
明
な
た
め
状
況
判

　
『
西
域
美
術
　

大
英
博
物
館
ス
タ
イ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

敦

煌
絵
画
Ⅱ
』（
講
談
社
、
一
九
八
二
年
）、

図
。

　

た
と
え
ば
「
人
道
苦
相
Ⅱ
」
の
天
空
帯
で
は
群
青
の
粒
子
が
認
め

ら
れ
る
。

　

鎌
倉
仏
画
諸
例
で
は
こ
の
天
空
帯
は
二
重
に
な
っ
て
お
り
、
最
上

層
の
藍
色
の
下
に
白
色
ま
た
は
銀
色
の
帯
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
わ
れ
わ
れ
が
空
を

眺
め
た
と
き
に
観
察
さ
れ
る
雲
の
層
と
、
そ
の
上
に
ひ
ろ
が
る
蒼

穹
と
を
、
こ
の
二
層
で
表
現
し
た
も
の
と
想
像
す
る
。
本
連
作
の

場
合
、
こ
こ
に
挙
げ
た
諸
図
で
は
藍
色
帯
は
明
瞭
な
の
だ
が
、
そ

の
下
の
層
に
現
在
は
彩
色
が
脱
落
し
て
い
る
も
の
の
そ
う
い
っ
た

帯
状
の
表
現
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
白
色
帯
の
有
無
は

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

な
お
「
人
道
苦
相
Ⅱ
」
で
は
上
端
に
絹
の
乱
れ
が
あ
る
ほ
か
、
火

災
の
黒
煙
と
ま
ぎ
れ
る
天
空
表
現
と
な
っ
て
い
る
の
で
わ
か
り
に

く
い
が
、
や
は
り
輪
郭
の
明
快
な
藍
色
（
群
青
）
の
帯
が
設
け
ら

挿図 　十界図　地蔵幅（下部分）　京都、禅林寺

挿図 　北野天神縁起　巻 　京都、北野天満宮

挿図 　地獄極楽図屛風　右隻　京都、金戒光明寺

⑤

〈
全
場
面
解
説
〉　

．
阿
修
羅
道
幅

　

古
来
、
様
々
に
造
形
化
さ
れ
て
き
た
阿
修
羅
の
図
様
の
伝
統
を

引
き
つ
つ
、『
往
生
要
集
』
の
簡
略
な
記
述
を
越
え
て
、『
正
法
念

処
経
』
の
具
体
的
記
述
を
も
と
に
し
て
、
阿
修
羅
軍
勢
を
率
い
る

王
た
ち
は
、
か
く
の
ご
と
く
描
か
れ
て
い
る
。

7
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③　

帝
釈
天

　

古
代
イ
ン
ド
神
話
に
登
場
す
る
イ
ン
ド
ラ
神
は
仏
教
に
と
り
い

れ
ら
れ
て
、
帝
釈
天
と
な
っ
た
。
そ
の
造
形
は
イ
ン
ド
・
中
国
・

朝
鮮
半
島
の
遺
品
に
辿
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
と
く
に
わ
が
国
に

お
い
て
は
甲
冑
の
上
に
長
袖
の
中
国
風
の
衣
を
着
け
た
立
像
を

も
っ
て
示
さ
れ
る
作
品
（
顕
教
系
）
と
、
甲
冑
を
着
け
白
象
の
上

に
座
す
作
品
（
密
教
系
）
と
に
大
別
さ
れ
る
。
密
教
系
の
代
表
的

な
遺
品
と
し
て
彫
刻
で
は
東
寺
講
堂
像
、
絵
画
で
は
西
大
寺
十
二

天
画
像
の
う
ち
の
一
幅
が
あ
る
。
ど
ち
ら
も
平
安
前
期
作
で
あ
り
、

こ
れ
に
続
く
平
安
後
期
〜
鎌
倉
時
代
の
作
例
も
少
な
く
な
い
（
関

根
俊
一
『
梵
天
・
帝
釈
天
像
』
至
文
堂
、
一
九
九
七
年
）。

　

本
幅
に
描
か
れ
た
帝
釈
天
も
白
象
の
上
に
座
し
て
い
る
。
朱
蓮

華
の
付
い
た
宝
冠
を
戴
き
、
甲
冑
に
身
を
包
み
、
束
が
三
鈷
杵
の

か
た
ち
に
な
っ
た
剣
を
右
手
に
持
し
て
い
る
。
目
鼻
立
ち
が
く
っ

き
り
と
し
て
お
り
、
全
身
に
気
品
が
漂
う
。

　
『
往
生
要
集
』
は
阿
修
羅
軍
勢
と
闘
う
帝
釈
天
の
様
相
に
つ
い

て
説
く
と
こ
ろ
は
な
に
も
な
い
。『
正
法
念
処
経
』
巻
二
十
一
は

そ
れ
に
つ
い
て
詳
し
く
説
く
。
た
と
え
ば
同
経
に
よ
れ
ば
、
帝
釈

天
の
乗
る
白
象
は
名
を
伊い

羅ら

婆ば

那な

と
い
う
。
そ
し
て
「
時
に
伊
羅

婆
那
は
卽
時
に
鼻
を
も
っ
て
阿
修
羅
を
捉
へ
、
虚
空
中
に
於
て
廻め

施ぐ

り
て
こ
れ
を
轉
ず
る
こ
と
人
の
鈴
を
弄
ぶ
が
如
く
」
で
あ
っ
た

と
説
く
。
ま
さ
し
く
本
幅
に
は
、
こ
の
説
明
ど
お
り
に
帝
釈
天
の

乗
る
白
象
が
鼻
で
阿
修
羅
軍
勢
の
一
人
を
捉
ま
え
て
振
り
回
す
と

こ
ろ
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
本
幅
を
描
い
た
絵
師
は
『
正
法
念
処

経
』
を
丹
念
に
読
み
、
そ
れ
を
念
頭
に
お
い
て
作
画
に
当
た
っ
た

の
だ
ろ
う
。

　
「
根
本
縁
起
」
巻
八
に
て
阿
修
羅
と
闘
う
帝
釈
天
は
、
甲
冑
を

着
け
地
上
に
立
つ
姿
で
描
か
れ
る
。
白
象
は
い
な
い
。
彼
の
左
手

は
人
差
し
指
と
中
指
を
立
て
た
（
羅
刹
天
の
印
相
と
似
る
）
特
異

な
印
を
結
ぶ
。
極
楽
寺
本
「
六
道
絵
」
左
幅
に
描
か
れ
た
帝
釈
天

も
、
こ
れ
と
同
じ
印
を
結
ん
で
い
る
。
そ
の
姿
勢
も
ま
た
「
根
本

縁
起
」
と
同
様
の
立
ち
姿
で
あ
る
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
極
楽
寺

本
の
帝
釈
天
は
地
上
で
は
な
く
、
白
象
の
上
に
立
っ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
先
行
す
る
「
根
本
縁
起
」
と
聖
衆
来
迎
寺
本
と
が
混
交

し
た
よ
う
な
、
特
異
な
イ
メ
ー
ジ
を
極
楽
寺
本
は
採
用
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
象
上
に
直
立
す
る
帝
釈
天
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
光
明
真

言
功
徳
絵
」
巻
中
に
唯
一
継
承
さ
れ
て
い
く
。
し
か
し
禅
林
寺
本

「
十
界
図
」
阿
弥
陀
幅
や
当
麻
寺
奥
院
本
「
十
界
図
屛
風
」
さ
ら

に
室
町
時
代
以
降
の
六
道
絵
に
は
二
本
指
を
立
て
た
帝
釈
天
も
騎

象
の
帝
釈
天
も
ど
ち
ら
の
姿
も
引
き
継
が
れ
て
い
か
な
い
。
近
世

の
熊
野
観
心
十
界
図
に
至
っ
て
は
、
阿
修
羅
道
の
状
景
は
人
間
界

に
お
け
る
武
者
の
戦
争
の
ご
と
く
示
さ
れ
、
そ
こ
が
阿
修
羅
と
帝

釈
天
と
の
闘
争
の
場
で
あ
る
こ
と
さ
え
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

　

聖
衆
来
迎
寺
本
に
み
ら
れ
る
優
美
な
帝
釈
天
、
勇
猛
な
伊
羅
婆

那
、
彼
ら
を
主
役
に
据
え
た
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
阿
修
羅
と
の
戦
闘

劇
は
、
わ
が
国
説
話
画
の
歴
史
上
ほ
ん
の
短
期
間
の
み
現
れ
、
そ

し
て
消
え
て
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

7
-
⑤　

双
方
の
軍
勢

　

帝
釈
天
が
率
い
る
軍
勢
に
つ
い
て
『
正
法
念
処
経
』
は
そ
の
中

核
と
し
て
働
く
者
に
四
天
王
の
名
を
挙
げ
る
。
本
幅
に
描
か
れ
た

帝
釈
天
軍
勢
が
ほ
ぼ
全
員
甲
冑
に
身
を
包
ん
だ
重
装
備
を
し
て
い

る
の
は
、
四
天
王
の
イ
メ
ー
ジ
が
投
影
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
阿
修
羅
軍
勢
は
い
ず
れ
も
軽
装
だ
。
軍
を
指

揮
す
る
阿
修
羅
王
か
ら
し
て
四
人
中
三
人
ま
で
が
上
半
身
裸
で

あ
り
、
軍
勢
の
大
半
も
裸
も
し
く
は
素
肌
に
甲
冑
を
着
け
る
の

み
。
そ
の
い
で
た
ち
で
戦
い
を
挑
む
彼
等
の
勇
気
は
か
う
に
し
て

も
、
実
質
的
な
装
備
面
に
お
い
て
阿
修
羅
軍
勢
は
帝
釈
天
軍
勢
に

明
ら
か
に
劣
っ
て
い
る
。

　

劣
っ
て
い
る
の
は
装
備
だ
け
で
は
な
い
。
ギ
ョ
ロ
目
で
丸
鼻
、

ザ
ン
バ
ラ
髪
か
あ
る
い
は
禿
頭
、
容
姿
に
お
い
て
も
阿
修
羅
軍
勢

は
ク
ー
ル
な
帝
釈
天
軍
勢
に
遠
く
及
ば
な
い
。

-
①　

羅
睺
阿
修
羅
王
（
左
上
）、

-
②　

鉢
呵
婆
阿
修
羅
王
（
右
下
）　

-
④　

華
鬘
阿
修
羅
王　

-
⑧　

勇
健
阿
修
羅
王　

④

〈
参
考
図
版
〉
模
本
「
六
道
絵
」　

　

閻
魔
王
庁
幅
（
裏
書
「
第
一　

閻
魔
社
図
」）

左
獄
司
ト
申
テ
罪
軽
重
沙
汰
役
人
也

右
令
神
申
三
千
界
衆
生
業
果

沙
汰
役
人
也

右
黒
闇
天
女
幢
左
太
山
府
君
幢

一
名
光
明
院

二
名
善
名
称
院
於
中
殿
裏
大
鏡
台

左
神
記
悪
形
如
羅
刹

左
右
有
檀
荼
幢
上
安
人
頭
形
人
能
見
人
界
如
見
掌
中
掩
羅
果

二
人
宮
人
左
司
命
申
炎
魔
王
侍
者

三
千
大
千
世
界
衆
生
寿
命
長
短
計

右
候
司
申
地
獄
宮
領
也

③
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滋
賀
県
大
津
市
聖
衆
来
迎
寺
に
伝
わ
る
国
宝
六
道
絵十
五
幅
、
そ
の
全
て
を
大
判
の
カ
ラ
ー

図
版
で
掲
載
。
三
名
の
研
究
者
に
よ
る
「
伝
来
と
研
究
史
」「
技
法
と
表
現
」「
図
様
と
位
置

づ
け
」
に
関
す
る
論
文
に
加
え
、
詳
細
な
全
場
面
解
説
、
軸
木
に
残
さ
れ
た
銘
文
や
『
六

道
繪
相
畧
縁
起
』『
往
生
要
集
』
な
ど
関
係
資
料
の
翻
刻
を
収
録
し
た
、
美
術
史
だ
け
で
な

く
仏
教
史
・
中
世
史
・
国
文
学
に
お
い
て
も
重
要
な
第
一
級
絵
画
史
料
研
究
の
決
定
版
。

■
二
〇
〇
七
年
十
一
月
刊
行

Ｂ
４
判
上
製
函
入　
カ
ラ
ー
口
絵
一
七
六
ペ
ー
ジ　
本
文
二
〇
四
ペ
ー
ジ

定
価
三
七
、八
〇
〇
円
（
本
体
三
六
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

I
S
B
N
9
7
8
-
4
-
8
0
5
5
-
0
5
5
6
-
4

■
圧
倒
的
な
迫
力
の
豊
富
な
カ
ラ
ー
図
版

　

図
の
上
部
に
あ
る
色
紙
形
に
残
さ
れ
た
文
言
の
翻
刻
と
、
画
面
内
容
を
紹
介
す
る
解
説
を

付
し
た
全
体
図
に
加
え
、
各
幅
ご
と
に
６
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
見
開
き
図
を
掲
載
。
絵
巻
物
を

超
え
る
ほ
ど
の
豊
富
な
意
味
内
容
を
も
つ
本
作
の
細
部
に
ま
で
迫
る
。

　

部
分
図
や
絹
目
の
拡
大
図
版
、
ま
た
江
戸
期
に
写
さ
れ
た
模
本
や
、
同
時
代
の
六
道
絵
類

本
と
し
て
、
鮮
明
な
大
型
図
版
の
な
か
っ
た
フ
リ
ー
ア
美
術
館
所
蔵
の
「
畜
生
道
幅
」「
天

道
幅
」
も
参
考
資
料
と
し
て
解
説
を
付
し
て
掲
載
す
る
。

■
新
知
見
を
盛
り
込
ん
だ
充
実
の
論
考

　
「〈
伝
来
と
研
究
史
〉
国
宝
「
六
道
絵
」
の
修
復
と
移
動
」
で
は
、
比
叡
山
横
川
に
あ
っ
た

本
作
品
が
聖
衆
来
迎
寺
に
移
さ
れ
伝
来
し
て
き
た
過
程
を
、
修
理
銘
を
は
じ
め
と
す
る
史
料

を
も
と
に
考
察
す
る
と
と
も
に
、
近
現
代
の
美
術
史
学
に
お
け
る
研
究
成
果
を
概
説
し
た
。

　
「〈
技
法
と
表
現
〉
六
道
絵
の
作
風
と
絵
師
の
分
類
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と

の
少
な
か
っ
た
画
家
に
つ
い
て
、
各
幅
画
面
の
詳
細
な
観
察
か
ら
、
二
人
の
手
に
よ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
十
五
幅
に
お
け
る
分
担
な
ど
、
新
た
な
知
見
を
提
示
す
る
。

　
「〈
図
様
と
位
置
づ
け
〉
往
生
要
集
絵
の
成
立
と
展
開
」
で
は
、
文
献
と
現
存
作
例
を
通
じ

て
わ
が
国
及
び
大
陸
の
地
獄
絵
・
六
道
絵
の
展
開
を
辿
り
、
日
本
・
東
洋
美
術
史
上
に
お
け

る
聖
衆
来
迎
寺
本
「
六
道
絵
」
の
位
置
づ
け
を
論
じ
た
。

■
作
品
理
解
の
助
け
と
な
る
詳
細
な
場
面
解
説
と
資
料
類

　
「
全
場
面
解
説
」
に
お
い
て
、
十
五
幅
に
描
か
れ
た
図
様
を
百
三
十
の
場
面
に
分
け
、
ひ

と
つ
ひ
と
つ
の
典
拠
や
図
像
的
伝
統
を
記
述
、
本
作
理
解
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
わ
が
国
に

お
け
る
仏
教
理
解
に
通
じ
る
幅
広
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
資
料
」
に
お
い
て
、
国
宝
附
の
『
旧
軸
木
修
理
銘
』
や
『
六
道
繪
相
畧
縁
起
』
ま
た
『
往

生
要
集
』
な
ど
、
本
作
に
関
連
す
る
一
次
資
料
を
収
集
、
復
刻
掲
載
し
た
。

　

巻
末
に
本
書
の
英
文
概
説
・
仏
文
概
説
を
掲
載
。
広
く
世
界
へ
と
本
作
の
魅
力
を
伝
え
る
。

■
本
書
を
お
勧
め
す
る
方
々

美
学
・
美
術
史
、
日
本
思
想
史
、
仏
教
史
、
国
文
学
な
ど
の
研
究
者
・
研
究
室

美
術
館
・
博
物
館
学
芸
員
、
大
学
・
公
共
図
書
館

文
化
財
保
存
・
絵
画
修
復
関
係
者
、
画
廊
、
古
美
術
商
、
日
本
画
・
水
墨
画
画
家

寺
院
関
係
者
と
関
係
機
関
、
表
装
・
表
具
店
、
仏
具
店

「
日
本
絵
巻
大
成
」・「
国
宝
」
シ
リ
ー
ズ
購
入
読
者
、
画
集
・
美
術
豪
華
本
愛
読
者

　
﹇
編
著
者
略
歴
﹈

泉　

武
夫
（
い
ず
み
・
た
け
お
）

東
北
大
学
文
学
研
究
科
教
授
。
著
書
に
『
国
宝
釈
迦
金
棺
出
現
図
』（
京
都
国
立
博
物
館
、
一

九
九
二
年
）、『
仏
画
の
造
形
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
。

加
須
屋
誠
（
か
す
や
・
ま
こ
と
）

奈
良
女
子
大
学
文
学
部
准
教
授
。
著
書
に
『
美
術
史
と
他
者
』（
共
編
著
、
晃
洋
書
房
、
二
〇

〇
〇
年
）、『
仏
教
説
話
画
の
構
造
と
機
能
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
。

山
本
聡
美
（
や
ま
も
と
・
さ
と
み
）

大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
国
際
文
化
学
科
専
任
講
師
。
論
文
に
「
聖
衆
来
迎
寺
所
蔵
『
六

道
絵
』
の
修
復
と
移
動
」（『
美
術
史
』
一
五
六
号
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
。

　
﹇
撮
影
者
略
歴
﹈

金
井
杜
道
（
か
な
い
・
も
り
お
）

写
真
家
、京
都
国
立
博
物
館
名
誉
館
員
。
撮
影
に
携
わ
っ
た
書
籍
に『
王
朝
の
仏
画
と
儀
礼
』（
至

文
堂
、
二
〇
〇
〇
年
）、『
若
冲
大
全
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
。

⇦「
阿
鼻
地
獄
幅
」
部
分
：
阿
鼻
地
獄
は
地
獄
道
で
も
最
下
層
に
あ
た
る
。


